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C O N T E N T S

Tsumagoi Public information

　１２月１４日（土）、東部小学校・西部小学校合同の土曜ふれあい教室にお
いて、お正月飾りを作りました。シルバー人材センターの方々の協力のもと、
参加した子ども達はしめ縄を作り、グルーガンを使って飾り付けをし完成さ
せました。
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浅間山北麓ジオパーク
嬬恋村

三原
芦生田
袋倉
今井

鎌原

大前
門貝
西窪

1月 2月○冬の青少年健全育成運動
○「はたちの献血」キャンペーン

○省エネルギー月間
○北方領土返還運動全国強調月間

行 事 予 定

行事カレンダー
お問い合わせ先

総合政策課
☎96-1257政
税務課
☎96-0513税
観光商工課
☎82-1293観

ジオパーク
☎82-5566ジ社会教育係

☎80-2330社 学校教育係
☎96-0544学

住 住民福祉課
☎96-0515

保健室
☎96-1975保

上下水道課
☎96-1255水 嬬恋村診療所

☎97-3020診 会計課
☎96-0512会

総 総務課
☎96-0511

農林振興課
☎96-1256農 建設課

☎96-1973建

※納付書内の“平成31年度”“令和元年度”は同一年度となります。
※納税などの納付は簡単・安全・便利な口座振替をご利用ください。

・村県民税（随時期）・国民健康保険税（７期）
・後期高齢者医療保険料（７期）・水道・下水道

1月31日（金）納期限
今月の納税今月の納税
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可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

ペットボトル回収

役場窓口延長日（～19:00）住 税 会

役場窓口延長日（～19:00）住 税 会

保

ジ

四種混合・水痘予防接種(13：15～)【農村環境改善センター】

資源ごみ

資源ごみ

粗大
不燃ごみ
粗大
不燃ごみ

県民防犯の日

保
保

乳児相談（9：30～）【農村環境改善センター】
BCG・MR予防接種（14:00～）【農村環境改善センター】

診心臓病外来【嬬恋村診療所】
少年の日

ペットボトル回収

運
休
日

運
休
日

運
休
日

運
休
日

運
休
日

西吾妻
福祉病院

運
休
日

運
休
日

運
休
日

運
休
日

三原
芦生田
袋倉
今井

西吾妻
福祉病院

大前
門貝
西窪

ミニデイ
ひまわり

ごみ
収集

ミニデイ
ひまわり

ごみ
収集

福祉
バス

田代

福祉
バス

鎌原

三原

中原

三原
芦生田
袋倉
今井

田代

鎌原

田代

大笹
砂井

西吾妻
福祉病院

今井

袋倉

大前

大前

保２歳半児相談（9:00～）【農村環境改善センター】

干俣
北山

大笹
砂井

干俣
北山

西吾妻
福祉病院

西吾妻
福祉病院

大笹
砂井

田代

田代

大笹

芦生田

砂井

保親子ふれあい教室（10:00～）【にこにこ広場】
役場窓口延長日（～19:00）住 税 会

行政相談（10:00～）【農村環境改善センター】
役場窓口延長日（～19:00）
家族でいただきますの日

総
住 税 会

診糖尿病外来【嬬恋村診療所】
社土曜ふれあい教室（9:30～）【社会福祉協議会】

住人権相談（10:00～）【役場】

社イキイキ講座(9：30～)【嬬恋会館】
第15回ジオカフェ(14：00～)【地域交流センター】
役場窓口延長日（～19:00）住 税 会

村民スキー大会（8:30～）【パルコール嬬恋スキーリゾート】
家庭の日

社

保乳児健診（13：45～）【農村環境改善センター】

保
保

ベビーサロン（9：30～）【農村環境改善センター】
５歳児相談（13：45～）【農村環境改善センター】

村民スケート大会（9:00～）【嬬高スケートリンク】社

防災講座（13:00～）【嬬恋会館】ジ

粗大
可燃ごみ
粗大
可燃ごみ

不燃ごみ

大前
門貝
西窪

仁田沢

干俣

仁田沢

干俣

芦生田

門貝

鎌原

中原

北山

今井

袋倉

砂井

細原

大笹

三原

西窪

仁田沢

鎌原

中原

北山

干俣

鎌原
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新年のごあいさつ
令和元年度嬬恋村自治功労者表彰　ほか
民生委員・児童委員さん新たな体制でスタート　ほか
住民税・所得税の申告　ほか
高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種の費用助成について　ほか

カメラニュース
読者の広場
公民館だより
暮らしの情報
行事予定

浅間山北麓ジオパーク
嬬恋村

写真は印刷版広報に掲載しています
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

希
望
に
輝
く
令
和
２
年
の
新
春

を
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

旧
年
中
は
５
月
１
日
か
ら
令
和
の

時
代
と
な
り
新
天
皇
が
即
位
な
さ
れ

ま
し
た
。
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
中

で
村
民
の
皆
様
に
は
村
政
発
展
の
た

め
多
大
な
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
台
風
19
号
に
よ

り
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
一
日
も
早
い
生
活
の
再
建
が
な

さ
れ
る
よ
う
出
来
る
限
り
の
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
台
風
の
災
害
復
旧
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す

昨
年
10
月
12
日
の
台
風
に
よ
る
災

害
発
生
以
来
、
国
道
、
河
川
、
砂

防
、
治
山
事
業
で
国
や
県
に
は
30
億

円
以
上
の
予
算
を
持
っ
て
復
旧
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

国
道
１
４
４
号
鳴
岩
橋
に
つ
き
ま

し
て
は
、
大
規
模
災
害
復
興
法
の
非

常
災
害
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
国
の
復
旧
代
行
で
工
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
す
で
に
昨
年
12
月
26
日
に

は
鳴
岩
橋
緊
急
迂
回
路
が
完
成
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
の
万
座
・
鹿
沢
口
駅

東
地
区
と
袋
倉
駅
東
地
区
の
復
旧
は

着
実
に
進
ん
で
お
り
、
今
年
の
２
月

末
ま
で
に
開
通
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
同
時
に
が
け
崩
れ
防
止

の
治
山
事
業
も
行
わ
れ
ま
す
。

台
風
19
号
に
よ
る
本
村
で
の
被
害

状
況
は
以
下
の
通
り
で
す
。

罹
災
証
明
書
発
行
者

28
件

被
災
証
明
書
発
行
者

71
件

家
屋
全
壊

５
件

家
屋
半
壊

７
件

床
上
浸
水

３
件

床
下
浸
水

17
件

県
道
東
御
嬬
恋
線
は
11
月
14
日
か

ら
普
通
車
の
片
側
交
互
通
行
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
村
道
・
農
道
・
林
道
は

現
在
も
通
行
不
可
の
箇
所
が
多
数
あ

り
ま
す
。
河
川
、
急
傾
斜
、
砂
防
、

治
山
、
農
地
等
の
災
害
に
つ
い
て
は

既
に
専
決
処
分
や
補
正
予
算
に
よ
り

応
急
復
旧
工
事
を
行
っ
た
箇
所
も
あ

り
ま
す
が
、
今
後
は
災
害
査
定
を
受

け
た
箇
所
の
発
注
を
順
次
行
い
、
１

日
も
早
い
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

■
上
信
道
・
鎌
原
ま
で
の
路
線
が
決

定
し
ま
す

昨
年
３
月
29
日
に
上
信
自
動
車
道

の
長
野
原
嬬
恋
バ
イ
パ
ス
の
整
備
区

間
の
指
定
を
受
け
事
業
化
さ
れ
ま
し

た
。
鎌
原
ま
で
の
測
量
や
地
質
調
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

袋
倉
、
芦
生
田
、
鎌
原
地
区
で
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
路
線
を
決
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
は
さ
ら
に
地
域
へ
の
説
明
を

行
い
つ
つ
、
詳
細
な
設
計
や
用
地
交

渉
な
ど
に
入
り
ま
す
。

ま
た
鎌
原
か
ら
田
代
ま
で
の
（
仮

称
）
嬬
恋
バ
イ
パ
ス
に
つ
き
ま
し
て

は
現
在
概
略
設
計
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
台
風
被
害
で
は
、
特
に

田
代
地
域
の
交
通
の
確
保
が
課
題
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
に
も
１
日
も
早
い
安

全
安
心
な
上
信
道
の
整
備
が
必
要
で

す
。
早
け
れ
ば
令
和
３
年
に
は
整
備

区
間
へ
の
格
上
げ
が
さ
れ
る
よ
う
国

や
県
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
大
前
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て

大
前
橋
の
架
け
替
え
は
令
和
元
年

度
に
上
部
工
を
施
工
し
、
令
和
２
年

度
に
Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
の
線
路
部
分
を
工

事
し
、
合
わ
せ
て
国
土
交
通
省
利
根

川
水
系
砂
防
事
務
所
が
吾
妻
川
の
護

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

嬬
恋
村
長

　熊
川

栄

岸
工
事
を
国
の
予
算
に
よ
り
行
い
ま

す
。
そ
し
て
令
和
３
年
度
に
は
完
成

予
定
で
す
。

こ
の
工
事
に
合
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
吾
妻

線
の
活
性
化
の
た
め
、
群
馬
県
交
通

政
策
課
が
大
前
駅
の
駐
車
場
の
整
備

も
行
っ
て
く
だ
さ
る
予
定
で
す
。

完
成
後
は
対
面
通
行
が
可
能
と
な

り
、
救
急
車
や
消
防
車
、
バ
ス
や
ト

ラ
ッ
ク
の
通
行
も
出
来
ま
す
。
歩
道

お
よ
び
街
灯
も
整
備
さ
れ
、
大
前
駅

を
徒
歩
に
よ
り
利
用
す
る
方
々
も
安

全
に
渡
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

■
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て

嬬
恋
村
の
公
共
施
設
が
老
朽
化
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
道
路
、
水
道
、

下
水
道
等
と
共
に
役
場
庁
舎
や
嬬
恋

会
館
な
ど
１
１
１
あ
る
村
有
建
物
も

老
朽
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
一
昨

年
３
月
に
公
共
施
設
の
中
長
期
の
再

編
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
学

校
再
編
後
、
大
き
な
施
設
と
し
て
は

嬬
恋
会
館
に
つ
い
て
文
化
施
設
の
拠

点
と
し
て
立
て
替
え
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
議
会
の
全
員
一
致
の

採
択
も
あ
り
商
工
会
も
同
じ
建
物
の

中
に
入
り
ま
す
。
な
お
昨
年
の
12
月

議
会
で
は
三
原
区
の
要
望
書
が
趣
旨

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
公
共
施

設
の
再
編
は
重
要
課
題
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

21
世
紀
は
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場

ま
で
」
の
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
世
紀
で
す
。
少
子
高
齢
化
社
会

の
中
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２

０
２
５
年
を
目
途
に
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
「
住
ま
い
」「
医
療
」

「
予
防
」「
生
活
支
援
」
が
切
れ
目
な
く

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
の
こ
と

で
す
。

こ
の
体
制
の
た
め
に
は
、
地
域
住

民
・
介
護
事
業
者
・
医
療
機
関
・
各

地
区
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
に
つ
い
て
も
、
出
産

か
ら
育
児
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
目
指
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ

く
り
の
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
環
境
を
守
る
村
づ
く
り
に
つ
い
て

環
境
を
守
る
村
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
日
本
一
の
キ
ャ
ベ

ツ
の
産
地
は
こ
の
豊
か
な
そ
し
て
広

大
な
自
然
環
境
の
中
で
育
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

一
昨
年
の
６
月
議
会
で
「
廃
棄
物

の
持
ち
込
み
を
認
め
な
い
む
ら
」
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。

一

産
業
廃
棄
物
を
村
外
か
ら
持
ち

込
み
、
最
終
処
分
す
る
こ
と
を

認
め
な
い
。

二

一
般
廃
棄
物
の
村
外
か
ら
の
持

ち
込
み
は
認
め
な
い
。

三

嬬
恋
村
が
排
出
す
る
一
般
廃
棄

物
の
処
理
は
、
嬬
恋
村
が
所
属

す
る
廃
棄
物
処
理
組
合
に
お
い

て
行
う
。

と
明
確
に
し
、
広
報
な
ど
で
も
周
知

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
環
境
保
全

型
農
業
等
に
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
全
国
に
嬬
恋
キ
ャ
ベ
ツ
を
Ｐ
Ｒ

第
43
回
全
国
土
地
改
良
大
会
・
群

馬
大
会
が
10
月
14
日
・
15
日
の
２
日

間
、
新
し
く
高
崎
市
に
建
設
さ
れ
る

Ｇ
メ
ッ
セ
に
お
い
て
、
４
，
０
０
０

人
規
模
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

２
日
目
に
は
群
馬
の
農
業
に
関
わ
る

先
進
地
な
ど
を
視
察
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
日
本
一
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
産
地

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
嬬
恋
村

へ
視
察
団
を
お
迎
え
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

■
交
流
人
口
増
加
と
観
光
産
業
の
振

興
に
つ
い
て

交
流
人
口
を
よ
り
増
加
す
る
政
策

を
推
進
し
ま
す
。
現
在
、
姉
妹
都
市

の
東
京
都
千
代
田
区
、
沖
縄
県
座
間

味
村
、
友
好
交
流
協
定
の
横
浜
市
中

区
と
交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
大

学
で
は
明
治
大
学
、
東
海
大
学
、
女

子
栄
養
大
学
と
交
流
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
上
田
市
を
中
心
市
と
す
る
定

住
自
立
圏
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
さ
ら
に
移
住
定

住
政
策
に
も
結
び
つ
け
て
ま
い
り
ま

す
。観

光
産
業
に
つ
い
て
は
、
４
月
か

ら
６
月
に
県
内
の
市
町
村
や
観
光
関

係
者
と
全
国
Ｊ
Ｒ
６
社
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
行
う
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
群
馬
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
５
月
31
日

に
中
居
屋
重
兵
衛
生
誕
２
０
０
年
を

記
念
し
た
講
演
会
等
も
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
含
め
た
関
係
人
口
の
増
加
と
観
光

産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

台
風
災
害
か
ら
の
復
興
元
年
で

す
。
明
る
く
元
気
の
あ
る
村
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
し
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

希
望
に
輝
く
令
和
２
年
の
新
春

を
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

旧
年
中
は
５
月
１
日
か
ら
令
和
の

時
代
と
な
り
新
天
皇
が
即
位
な
さ
れ

ま
し
た
。
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
中

で
村
民
の
皆
様
に
は
村
政
発
展
の
た

め
多
大
な
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
台
風
19
号
に
よ

り
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
一
日
も
早
い
生
活
の
再
建
が
な

さ
れ
る
よ
う
出
来
る
限
り
の
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
台
風
の
災
害
復
旧
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す

昨
年
10
月
12
日
の
台
風
に
よ
る
災

害
発
生
以
来
、
国
道
、
河
川
、
砂

防
、
治
山
事
業
で
国
や
県
に
は
30
億

円
以
上
の
予
算
を
持
っ
て
復
旧
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

国
道
１
４
４
号
鳴
岩
橋
に
つ
き
ま

し
て
は
、
大
規
模
災
害
復
興
法
の
非

常
災
害
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
国
の
復
旧
代
行
で
工
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
す
で
に
昨
年
12
月
26
日
に

は
鳴
岩
橋
緊
急
迂
回
路
が
完
成
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
の
万
座
・
鹿
沢
口
駅

東
地
区
と
袋
倉
駅
東
地
区
の
復
旧
は

着
実
に
進
ん
で
お
り
、
今
年
の
２
月

末
ま
で
に
開
通
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
同
時
に
が
け
崩
れ
防
止

の
治
山
事
業
も
行
わ
れ
ま
す
。

台
風
19
号
に
よ
る
本
村
で
の
被
害

状
況
は
以
下
の
通
り
で
す
。

罹
災
証
明
書
発
行
者

28
件

被
災
証
明
書
発
行
者

71
件

家
屋
全
壊

５
件

家
屋
半
壊

７
件

床
上
浸
水

３
件

床
下
浸
水

17
件

県
道
東
御
嬬
恋
線
は
11
月
14
日
か

ら
普
通
車
の
片
側
交
互
通
行
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
村
道
・
農
道
・
林
道
は

現
在
も
通
行
不
可
の
箇
所
が
多
数
あ

り
ま
す
。
河
川
、
急
傾
斜
、
砂
防
、

治
山
、
農
地
等
の
災
害
に
つ
い
て
は

既
に
専
決
処
分
や
補
正
予
算
に
よ
り

応
急
復
旧
工
事
を
行
っ
た
箇
所
も
あ

り
ま
す
が
、
今
後
は
災
害
査
定
を
受

け
た
箇
所
の
発
注
を
順
次
行
い
、
１

日
も
早
い
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

■
上
信
道
・
鎌
原
ま
で
の
路
線
が
決

定
し
ま
す

昨
年
３
月
29
日
に
上
信
自
動
車
道

の
長
野
原
嬬
恋
バ
イ
パ
ス
の
整
備
区

間
の
指
定
を
受
け
事
業
化
さ
れ
ま
し

た
。
鎌
原
ま
で
の
測
量
や
地
質
調
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

袋
倉
、
芦
生
田
、
鎌
原
地
区
で
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
路
線
を
決
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
は
さ
ら
に
地
域
へ
の
説
明
を

行
い
つ
つ
、
詳
細
な
設
計
や
用
地
交

渉
な
ど
に
入
り
ま
す
。

ま
た
鎌
原
か
ら
田
代
ま
で
の
（
仮

称
）
嬬
恋
バ
イ
パ
ス
に
つ
き
ま
し
て

は
現
在
概
略
設
計
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
台
風
被
害
で
は
、
特
に

田
代
地
域
の
交
通
の
確
保
が
課
題
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
に
も
１
日
も
早
い
安

全
安
心
な
上
信
道
の
整
備
が
必
要
で

す
。
早
け
れ
ば
令
和
３
年
に
は
整
備

区
間
へ
の
格
上
げ
が
さ
れ
る
よ
う
国

や
県
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
大
前
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て

大
前
橋
の
架
け
替
え
は
令
和
元
年

度
に
上
部
工
を
施
工
し
、
令
和
２
年

度
に
Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
の
線
路
部
分
を
工

事
し
、
合
わ
せ
て
国
土
交
通
省
利
根

川
水
系
砂
防
事
務
所
が
吾
妻
川
の
護

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

嬬
恋
村
長

熊
川

栄

岸
工
事
を
国
の
予
算
に
よ
り
行
い
ま

す
。
そ
し
て
令
和
３
年
度
に
は
完
成

予
定
で
す
。

こ
の
工
事
に
合
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
吾
妻

線
の
活
性
化
の
た
め
、
群
馬
県
交
通

政
策
課
が
大
前
駅
の
駐
車
場
の
整
備

も
行
っ
て
く
だ
さ
る
予
定
で
す
。

完
成
後
は
対
面
通
行
が
可
能
と
な

り
、
救
急
車
や
消
防
車
、
バ
ス
や
ト

ラ
ッ
ク
の
通
行
も
出
来
ま
す
。
歩
道

お
よ
び
街
灯
も
整
備
さ
れ
、
大
前
駅

を
徒
歩
に
よ
り
利
用
す
る
方
々
も
安

全
に
渡
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

■
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て

嬬
恋
村
の
公
共
施
設
が
老
朽
化
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
道
路
、
水
道
、

下
水
道
等
と
共
に
役
場
庁
舎
や
嬬
恋

会
館
な
ど
１
１
１
あ
る
村
有
建
物
も

老
朽
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
一
昨

年
３
月
に
公
共
施
設
の
中
長
期
の
再

編
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
学

校
再
編
後
、
大
き
な
施
設
と
し
て
は

嬬
恋
会
館
に
つ
い
て
文
化
施
設
の
拠

点
と
し
て
立
て
替
え
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
議
会
の
全
員
一
致
の

採
択
も
あ
り
商
工
会
も
同
じ
建
物
の

中
に
入
り
ま
す
。
な
お
昨
年
の
12
月

議
会
で
は
三
原
区
の
要
望
書
が
趣
旨

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
公
共
施

設
の
再
編
は
重
要
課
題
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

21
世
紀
は
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場

ま
で
」
の
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
世
紀
で
す
。
少
子
高
齢
化
社
会

の
中
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２

０
２
５
年
を
目
途
に
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
「
住
ま
い
」「
医
療
」

「
予
防
」「
生
活
支
援
」
が
切
れ
目
な
く

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
の
こ
と

で
す
。

こ
の
体
制
の
た
め
に
は
、
地
域
住

民
・
介
護
事
業
者
・
医
療
機
関
・
各

地
区
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
に
つ
い
て
も
、
出
産

か
ら
育
児
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
目
指
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ

く
り
の
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
環
境
を
守
る
村
づ
く
り
に
つ
い
て

環
境
を
守
る
村
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
日
本
一
の
キ
ャ
ベ

ツ
の
産
地
は
こ
の
豊
か
な
そ
し
て
広

大
な
自
然
環
境
の
中
で
育
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

一
昨
年
の
６
月
議
会
で
「
廃
棄
物

の
持
ち
込
み
を
認
め
な
い
む
ら
」
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。

一

産
業
廃
棄
物
を
村
外
か
ら
持
ち

込
み
、
最
終
処
分
す
る
こ
と
を

認
め
な
い
。

二

一
般
廃
棄
物
の
村
外
か
ら
の
持

ち
込
み
は
認
め
な
い
。

三

嬬
恋
村
が
排
出
す
る
一
般
廃
棄

物
の
処
理
は
、
嬬
恋
村
が
所
属

す
る
廃
棄
物
処
理
組
合
に
お
い

て
行
う
。

と
明
確
に
し
、
広
報
な
ど
で
も
周
知

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
環
境
保
全

型
農
業
等
に
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
全
国
に
嬬
恋
キ
ャ
ベ
ツ
を
Ｐ
Ｒ

第
43
回
全
国
土
地
改
良
大
会
・
群

馬
大
会
が
10
月
14
日
・
15
日
の
２
日

間
、
新
し
く
高
崎
市
に
建
設
さ
れ
る

Ｇ
メ
ッ
セ
に
お
い
て
、
４
，
０
０
０

人
規
模
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

２
日
目
に
は
群
馬
の
農
業
に
関
わ
る

先
進
地
な
ど
を
視
察
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
日
本
一
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
産
地

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
嬬
恋
村

へ
視
察
団
を
お
迎
え
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

■
交
流
人
口
増
加
と
観
光
産
業
の
振

興
に
つ
い
て

交
流
人
口
を
よ
り
増
加
す
る
政
策

を
推
進
し
ま
す
。
現
在
、
姉
妹
都
市

の
東
京
都
千
代
田
区
、
沖
縄
県
座
間

味
村
、
友
好
交
流
協
定
の
横
浜
市
中

区
と
交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
大

学
で
は
明
治
大
学
、
東
海
大
学
、
女

子
栄
養
大
学
と
交
流
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
上
田
市
を
中
心
市
と
す
る
定

住
自
立
圏
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
さ
ら
に
移
住
定

住
政
策
に
も
結
び
つ
け
て
ま
い
り
ま

す
。観

光
産
業
に
つ
い
て
は
、
４
月
か

ら
６
月
に
県
内
の
市
町
村
や
観
光
関

係
者
と
全
国
Ｊ
Ｒ
６
社
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
行
う
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
群
馬
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
５
月
31
日

に
中
居
屋
重
兵
衛
生
誕
２
０
０
年
を

記
念
し
た
講
演
会
等
も
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
含
め
た
関
係
人
口
の
増
加
と
観
光

産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

台
風
災
害
か
ら
の
復
興
元
年
で

す
。
明
る
く
元
気
の
あ
る
村
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
し
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

鳴岩橋緊急迂回路交通安全祈願の様子鳴岩橋緊急迂回路交通安全祈願の様子
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行政からの
　　お知らせ
行政からの
　　お知らせ

令
和
元
年
度
　
嬬
恋
村
自
治
功
労
者
表
彰

１
月
７
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た
、
嬬
恋
村
賀
詞
交
歓
会
の
会
場
に
お
い
て
、
令
和

元
年
度
嬬
恋
村
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
地
域
の
諸
行
政
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
14
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

樋
口

太

郎
（
大

前
）

本
間

圭

吉
（
大

笹
）

宮
﨑

政

久
（
田

代
）

松
本

か
つ
江
（
田

代
）

干
川

安

彦
（
干

俣
）

黒
岩

富

二
（
門

貝
）

小
林

宏

（
西

窪
）

黒
岩

範

子
（
西

窪
）

北
川

拓

夫
（
三

原
）

下
谷

直
四
郎
（
鎌

原
）

山
﨑

幸

蔵
（
鎌

原
）

竹
渕

直

樹
（
芦
生
田
）

山
﨑

重

男
（
袋

倉
）

熊
川

貞

司
（
今

井
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
昨
年
12
月

１
日
よ
り
全
国
一
斉
に
改
選
と
な
り
ま

し
た
。
嬬
恋
村
の
地
区
担
当
委
員
は
26

名
、
主
任
児
童
委
員
は
２
名
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住

民
の
「
身
近
な
相
談
役
」
で
あ
る
と
と

も
に
「
支
援
へ
の
つ
な
ぎ
役
」
で
す
。

悩
み
や
心
配
事
の
相
談
に
の
り
必
要

に
応
じ
て
情
報
提
供
や
関
係
機
関
等

に
つ
な
ぐ
な
ど
、
住
民
が
課
題
を
解
決

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
高
齢
者
の
困

り
事
や
、
子
ど
も
の
悩
み
な
ど
、
地
区

の
担
当
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
世
話
に
な
っ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員

12
名
の
方
が
退
任

今
回
の
一
斉
改
選
で
退
任
さ
れ
た
民

生
委
員
・
児
童
委
員
１０
名
の
方
に
厚
生

労
働
大
臣
感
謝
状
、
２
名
の
方
に
群
馬

県
知
事
感
謝
状
、
退
任
者
全
員
に
村
長

感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
民
生
委
員
・

児
童
委
員
退
任
者

退
任
年
月
日

令
和
元
年
11
月
30
日

◎
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

（
在
職
６
年
以
上
の
退
任
者
）

黒
岩

幸
惠

様
（
在
職
９
年
）

黒
岩

範
子

様
（
在
職
９
年
）

松
本
み
さ
子

様
（
在
職
６
年
）

黒
岩

一

様
（
在
職
６
年
）

宮
﨑
け
さ
子

様
（
在
職
６
年
）

佐
藤
加
代
子

様
（
在
職
６
年
）

萩
原

孝

様
（
在
職
６
年
）

一
場
美
和
子

様
（
在
職
６
年
）

春
原
と
よ
子

様
（
在
職
６
年
）

上
野

夏
彦

様
（
在
職
６
年
）

◎
群
馬
県
知
事
感
謝
状

（
在
職
３
年
以
上
６
年
未
満
の
退
任
者
）

長
岡

利
雄

様
（
在
職
３
年
）

奥
村
美
智
子

様
（
在
職
３
年
）

◎
嬬
恋
村
長
感
謝
状
（
退
任
者
全
員
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課

☎
９６
―

０
５
１
５

氏      名
久　保　八百子
宮　﨑　秀　子
橋　詰　美智子
干　川　三保子
黒　岩　幸　一
干　川　美知子
土　屋　光　枝
関　　　直　子
佐　藤　光　一
古　川　富美子
滝　澤　仲　二
櫻　井　文　子
滝　沢　　　操
坂　口　志　穗
安　齊　信　行
黒　岩　弘　美
宮　﨑　光　男
春　日　洋　子
下　谷　みゆり
小　林　繁　雄
山　﨑　貴　弘
髙　丸　和　江
山　﨑　友　子
深　田　憲　一
鳴　釡　重　雄
若　林　美智子
樋　口　一　惠
黒　岩　祐　子

備　考
再任
再任
新任
再任
新任
新任
再任
新任
新任
再任
再任
新任
再任
再任
再任
新任
再任
新任
再任
新任
新任
再任
新任
再任
再任
新任
再任
再任

担当地区
各地区の民生委員・児童委員さんです!!

田　代

干　俣

大　笹

大　前

西　窪
門　貝

三　原

鎌　原

芦生田

袋　倉

今　井

浅間高原

主任児童
委員

民生委員制度とは
　民生委員制度は、大正６年に岡山県で創設され
た「済世顧問制度」を源とし、平成29年に制度創設
100周年を迎えた長い歴史と伝統を有する制度で
す。民生委員・児童委員は常に住民に寄り添い、住
民視点にたって安心して住み続けることができる地
域づくりを目指し活動します。
◎民生委員法で設置が認められ、厚生労働大臣
から委嘱される非常勤の特別職の地方公務員
とされています。

◎無報酬のボランティアとして活動し任期は３年です
◎法に定められた守秘義務があり、相談内容は他
　の人に伝わりません。

改選された皆さん改選された皆さん
完成した緊急迂回路完成した緊急迂回路

退任された皆さん退任された皆さん

民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん

新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト

民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん

新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト

台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
流
出
し

た
国
道
１
４
４
号
鳴
岩
橋
の
緊
急
迂
回

路
が
完
成
し
、
12
月
26
日
午
後
２
時
に

開
通
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
緊
急
迂
回
路
開
通
に
先
立
ち
、

同
日
交
通
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

※
大
笹
鳴
岩
橋
か
ら
先
は
、
現
在
も
通

行
止
め
で
す
。
田
代
方
面
へ
行
か
れ
る

方
は
、
迂
回
路
を
通
行
し
て
下
さ
い
。

国
道
１
４
４
号
鳴
岩
橋
緊
急

迂
回
路
が
完
成
し
ま
し
た

台
風
19
号
〜
復
旧
に
向
け
て
〜

「
嬬
恋
晴
レ
ル
ヤ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

嬬
恋
村
は
、
台
風
19
号
に
よ
り
台
風

災
害
と
し
て
は
過
去
最
大
級
と
い
え
る

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
村
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
災
害
支
援
寄
付

の
受
付
を
10
月
15
日
か
ら
始
め
た
と
こ

ろ
、
12
月
11
日
現
在
で
2
9
2
件
、

5
，
5
4
8
，
8
0
7
円
（
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
、
ふ
る
な
び
）
と
な
り
、
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
発
足
し
た
村

民
で
構
成
す
る
「
嬬
恋
村
キ
ャ
ベ
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
」
に
よ
り
検
討
し
た
結

果
、
「
嬬
恋
村
は
元
気
で
あ
る
こ
と
」
、

「
嬬
恋
村
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

取
り
組
み
」
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今

回
の
企
画
は
、
こ
れ
ま
で
嬬
恋
村

の
各
種
事
業
の
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
し
て

き
た
、
（
株
）
A
S
T
R
A
K
H
A
N

（
ア
ス
ト
ラ
カ
ン
、
東
京
都
渋
谷
区

代
表
取
締
役

有
澤
卓
也
）
の
賛
同
と
協

力
を
得
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
モ
チ
ー
フ
は
「
嬬
恋

ら
し
さ
」
「
晴
れ
る
（
天
気
も
気
持
ち

も
）
」
「
感
謝
の
掛
け
橋
」
を
「
虹
」
で

表
現
。
支
援
者
と
一
緒
に
歩
む
希
望
の

掛
け
橋
的
存
在
と
し
ま
し
た
。
下
に

「
N
o

R
a
i
n
，
N
o

R
a
i
n
b

o
w
!
（
※
）
」
を
置
き
、
明
る
い
未
来

へ
の
希
望
を
託
し
て
い
ま
す
。

（
※
）
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
虹
も
出
な

い
。
つ
ら
い
こ
と
の
後
に
は
き
っ
と
い

い
こ
と
が
あ
る
は
ず
。
と
い
う
ハ
ワ
イ

の
こ
と
わ
ざ
。

「
嬬
恋
晴
レ
ル
ヤ
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー

は
村
内
公
共
施
設
や
観
光
案
内
所
な

ど
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ロ
ゴ
デ
ー
タ
も

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　総
合
政
策
課

☎
９６
―

１
２
５
７

自治功労者表彰受賞の皆さん（代理出席含む）自治功労者表彰受賞の皆さん（代理出席含む）
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行政からの
　　お知らせ
行政からの
　　お知らせ

令
和
元
年
度

嬬
恋
村
自
治
功
労
者
表
彰

１
月
７
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た
、
嬬
恋
村
賀
詞
交
歓
会
の
会
場
に
お
い
て
、
令
和

元
年
度
嬬
恋
村
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
地
域
の
諸
行
政
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
14
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

樋
口

太

郎
（
大

前
）

本
間

圭

吉
（
大

笹
）

宮
﨑

政

久
（
田

代
）

松
本

か
つ
江
（
田

代
）

干
川

安

彦
（
干

俣
）

黒
岩

富

二
（
門

貝
）

小
林

宏

（
西

窪
）

黒
岩

範

子
（
西

窪
）

北
川

拓

夫
（
三

原
）

下
谷

直
四
郎
（
鎌

原
）

山
﨑

幸

蔵
（
鎌

原
）

竹
渕

直

樹
（
芦
生
田
）

山
﨑

重

男
（
袋

倉
）

熊
川

貞

司
（
今

井
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
昨
年
12
月

１
日
よ
り
全
国
一
斉
に
改
選
と
な
り
ま

し
た
。
嬬
恋
村
の
地
区
担
当
委
員
は
26

名
、
主
任
児
童
委
員
は
２
名
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住

民
の
「
身
近
な
相
談
役
」
で
あ
る
と
と

も
に
「
支
援
へ
の
つ
な
ぎ
役
」
で
す
。

悩
み
や
心
配
事
の
相
談
に
の
り
必
要

に
応
じ
て
情
報
提
供
や
関
係
機
関
等

に
つ
な
ぐ
な
ど
、
住
民
が
課
題
を
解
決

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
高
齢
者
の
困

り
事
や
、
子
ど
も
の
悩
み
な
ど
、
地
区

の
担
当
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
世
話
に
な
っ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員

12
名
の
方
が
退
任

今
回
の
一
斉
改
選
で
退
任
さ
れ
た
民

生
委
員
・
児
童
委
員
１０
名
の
方
に
厚
生

労
働
大
臣
感
謝
状
、
２
名
の
方
に
群
馬

県
知
事
感
謝
状
、
退
任
者
全
員
に
村
長

感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
民
生
委
員
・

　
　
　
　児
童
委
員
退
任
者

退
任
年
月
日
　令
和
元
年
11
月
30
日

◎
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

（
在
職
６
年
以
上
の
退
任
者
）

黒
岩

幸
惠

様
（
在
職
９
年
）

黒
岩

範
子

様
（
在
職
９
年
）

松
本
み
さ
子

様
（
在
職
６
年
）

黒
岩

一

様
（
在
職
６
年
）

宮
﨑
け
さ
子

様
（
在
職
６
年
）

佐
藤
加
代
子

様
（
在
職
６
年
）

萩
原

孝

様
（
在
職
６
年
）

一
場
美
和
子

様
（
在
職
６
年
）

春
原
と
よ
子

様
（
在
職
６
年
）

上
野

夏
彦

様
（
在
職
６
年
）

◎
群
馬
県
知
事
感
謝
状

（
在
職
３
年
以
上
６
年
未
満
の
退
任
者
）

長
岡

利
雄

様
（
在
職
３
年
）

奥
村
美
智
子

様
（
在
職
３
年
）

◎
嬬
恋
村
長
感
謝
状
（
退
任
者
全
員
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課

　☎
９６
―

０
５
１
５

氏      名
久　保　八百子
宮　﨑　秀　子
橋　詰　美智子
干　川　三保子
黒　岩　幸　一
干　川　美知子
土　屋　光　枝
関　　　直　子
佐　藤　光　一
古　川　富美子
滝　澤　仲　二
櫻　井　文　子
滝　沢　　　操
坂　口　志　穗
安　齊　信　行
黒　岩　弘　美
宮　﨑　光　男
春　日　洋　子
下　谷　みゆり
小　林　繁　雄
山　﨑　貴　弘
髙　丸　和　江
山　﨑　友　子
深　田　憲　一
鳴　釡　重　雄
若　林　美智子
樋　口　一　惠
黒　岩　祐　子

備　考
再任
再任
新任
再任
新任
新任
再任
新任
新任
再任
再任
新任
再任
再任
再任
新任
再任
新任
再任
新任
新任
再任
新任
再任
再任
新任
再任
再任

担当地区
各地区の民生委員・児童委員さんです!!

田　代

干　俣

大　笹

大　前

西　窪
門　貝

三　原

鎌　原

芦生田

袋　倉

今　井

浅間高原

主任児童
委員

民生委員制度とは
　民生委員制度は、大正６年に岡山県で創設され
た「済世顧問制度」を源とし、平成29年に制度創設
100周年を迎えた長い歴史と伝統を有する制度で
す。民生委員・児童委員は常に住民に寄り添い、住
民視点にたって安心して住み続けることができる地
域づくりを目指し活動します。
◎民生委員法で設置が認められ、厚生労働大臣
から委嘱される非常勤の特別職の地方公務員
とされています。

◎無報酬のボランティアとして活動し任期は３年です
◎法に定められた守秘義務があり、相談内容は他
の人に伝わりません。

改選された皆さん改選された皆さん
完成した緊急迂回路完成した緊急迂回路

退任された皆さん退任された皆さん

民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん

新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト

民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん

新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト

台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
流
出
し

た
国
道
１
４
４
号
鳴
岩
橋
の
緊
急
迂
回

路
が
完
成
し
、
12
月
26
日
午
後
２
時
に

開
通
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
緊
急
迂
回
路
開
通
に
先
立
ち
、

同
日
交
通
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

※
大
笹
鳴
岩
橋
か
ら
先
は
、
現
在
も
通

行
止
め
で
す
。
田
代
方
面
へ
行
か
れ
る

方
は
、
迂
回
路
を
通
行
し
て
下
さ
い
。

国
道
１
４
４
号
鳴
岩
橋
緊
急

迂
回
路
が
完
成
し
ま
し
た

台
風
19
号
〜
復
旧
に
向
け
て
〜

「
嬬
恋
晴
レ
ル
ヤ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

嬬
恋
村
は
、
台
風
19
号
に
よ
り
台
風

災
害
と
し
て
は
過
去
最
大
級
と
い
え
る

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
村
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
災
害
支
援
寄
付

の
受
付
を
10
月
15
日
か
ら
始
め
た
と
こ

ろ
、
12
月
11
日
現
在
で
2
9
2
件
、

5
，
5
4
8
，
8
0
7
円
（
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
、
ふ
る
な
び
）
と
な
り
、
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
発
足
し
た
村

民
で
構
成
す
る
「
嬬
恋
村
キ
ャ
ベ
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
」
に
よ
り
検
討
し
た
結

果
、
「
嬬
恋
村
は
元
気
で
あ
る
こ
と
」
、

「
嬬
恋
村
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

取
り
組
み
」
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今

回
の
企
画
は
、
こ
れ
ま
で
嬬
恋
村

の
各
種
事
業
の
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
し
て

き
た
、
（
株
）
A
S
T
R
A
K
H
A
N

（
ア
ス
ト
ラ
カ
ン
、
東
京
都
渋
谷
区

代
表
取
締
役

有
澤
卓
也
）
の
賛
同
と
協

力
を
得
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
モ
チ
ー
フ
は
「
嬬
恋

ら
し
さ
」
「
晴
れ
る
（
天
気
も
気
持
ち

も
）
」
「
感
謝
の
掛
け
橋
」
を
「
虹
」
で

表
現
。
支
援
者
と
一
緒
に
歩
む
希
望
の

掛
け
橋
的
存
在
と
し
ま
し
た
。
下
に

「
N
o

R
a
i
n
，
N
o

R
a
i
n
b

o
w
!
（
※
）
」
を
置
き
、
明
る
い
未
来

へ
の
希
望
を
託
し
て
い
ま
す
。

（
※
）
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
虹
も
出
な

い
。
つ
ら
い
こ
と
の
後
に
は
き
っ
と
い

い
こ
と
が
あ
る
は
ず
。
と
い
う
ハ
ワ
イ

の
こ
と
わ
ざ
。

「
嬬
恋
晴
レ
ル
ヤ
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー

は
村
内
公
共
施
設
や
観
光
案
内
所
な

ど
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ロ
ゴ
デ
ー
タ
も

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
９６
―

１
２
５
７

自治功労者表彰受賞の皆さん（代理出席含む）自治功労者表彰受賞の皆さん（代理出席含む）
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行政からの
　　お知らせ
行政からの
　　お知らせ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
▽
問
い
合
わ
せ
先

中
之
条
税
務
署

☎
０
２
７
９
―
75
―
３
３
５
５

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
に
つ
い
て

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
会
場
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

▽
会
場

中
之
条
税
務
署
１
階
会
議
室

▽
期
間

令
和
２
年
２
月
17
日
（
月
）

〜
３
月
16
日
（
月
）

（
土
・
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

▽
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時

（
提
出
は
午
後
５
時
ま
で
）

▽
相
談
開
始

午
前
９
時
〜

※
申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

消
費
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す

る
た
め
に
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
以

降
の
取
引
に
つ
い
て
、
売
上
げ
や
仕
入

れ
等
を
税
率
（
軽
減
税
率
８
％
・
標
準

税
率
10
％
）
ご
と
に
区
分
し
て
記
帳
す

る
な
ど
の
経
理
（
区
分
経
理
）
を
行
っ

た
帳
簿
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
分
か
ら
は
、
消
費

税
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め
に

は
、
区
分
経
理
を
行
っ
た
帳
簿
に
基
づ

き
、
「
課
税
取
引
金
額
計
算
表
」
の
作

成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
区
分
経
理

に
対
応
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求

書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

医
療
費
控
除
を
適
用
さ
れ
る
方
へ

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医

療
費
控
除
は
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と

な
り
、
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
税
務
署
か
ら
「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」
の
記
載
内
容
の
確
認
を
求
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
は
５

年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
ま
で
は
、

従
来
ど
お
り
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提

示
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
令
和
２

年
分
以
降
は
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書

の
作
成
・
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に
所
有

し
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備

品
な
ど
の
事
業
用
資
産
を
償
却
資
産
と

い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
１
月
１

日
現
在
で
村
内
に
所
有
す
る
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
期
限
ま
で
に
申
告
書
類

の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
申
告
い
た
だ
い
て
い
る
方
と
昨

年
ま
で
に
事
業
を
始
め
た
方
に
は
申
告

書
類
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
該
当
す

る
方
で
申
告
書
類
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
申
告
書
類
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
し

て
電
子
申
告
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

▽
対
象
者

事
業
を
行
っ
て
い
る
方

▽
提
出
期
限

１
月
31
日
（
金
）

▽
提
出
先

税
務
課

▽
申
告
が
必
要
な
償
却
資
産

【
機
械
・
装
置
】
土
木
建
設
用
機
械
、

農
業
用
機
械
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

【
工
具
・
器
具
・
備
品
】
事
務
用
機

器
、
机
、
椅
子
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど

【
構
築
物
】
舗
装
路
面
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
、
外
構
工
事
な
ど

【
車
両
・
運
搬
具
】
大
型
特
殊
自
動
車

（
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
対
象
は

除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎
96
―

０
５
１
３

農
業
に
使
用
す
る
軽
油
は
課
税
が
免
除
さ
れ
ま
す

軽
油
に
課
さ
れ
る
軽
油
引
取
税
は
農

業
に
使
用
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
免
除
の
対
象

ほ
場
の
耕
う
ん
、
栽
培
管
理
等
、
農

業
者
が
農
作
業
を
行
う
た
め
に
使
用
す

る
機
械
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
軽
油

▽
手
続
き

①
あ
か
ら
じ
め
県
知
事
に
「
免
税
軽
油

使
用
者
証
」
と
「
免
税
証
」
の
交
付
申

請
を
行
う
。

※
申
請
に
は
「
耕
作
証
明
書
」
や
申
請
機

械
の
確
認
書
類
な
ど
の
添
付
が
必
要
。

②
「
免
税
証
」
の
交
付
を
受
け
、
給
油
の

際
に
軽
油
販
売
業
者
に
「
免
税
証
」
を
提

出
し
、
免
税
軽
油
を
購
入
・
使
用
す
る
。

③
使
用
後
、
伝
票
や
領
収
書
な
ど
と
と

も
に
、
数
量
な
ど
を
報
告
す
る
。

▽
申
請
期
間

2
月
3
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

▽
申
請
先

吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

▽
問
い
合
わ
せ
先

○
吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

☎
０
２
７
９
―

75
―

３
３
０
０

○
吾
妻
農
業
事
務
所

☎
０
２
７
９
―

75
―

２
３
１
１

○
県
庁
税
務
課

☎
０
２
７
―

２
２
６
―

２
１
９
８

○
県
庁
技
術
支
援
課

☎
０
２
７
―

２
２
６
―

３
０
３
６

※
臨
時
窓
口
設
置
の
お
知
ら
せ

役
場

2
階
委
員
会
室

２
月
５
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
（
村
県
民
税
）
を
申
告
す

る
際
に
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」を
提
示
す
る
こ
と
で
、
本
人
ま
た

は
そ
の
扶
養
者
が
、
障
害
者
控
除
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
方

障
害
者
手
帳

等
を
お
持
ち
で
な
い
65
歳
以
上
の
方

で
介
護
保
険
に
お
け
る
要
介
護
状
態

に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、
一

定
の
要
件
（
介
護
認
定
時
の
主
治
医

意
見
書
の
判
定
に
よ
り
ま
す
）
に
当

て
は
ま
る
方
。

▽
申
請
方
法

印
鑑
を
持
参
し
、
住

民
福
祉
課
窓
口
に
て
申
請
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課

☎
96
―

０
５
１
５

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す

確
定
申
告
で
の
雑
損
控
除
等
に
つ

い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　令
和
２
年
１
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　午
後
２
時
〜
午
後
４
時
ま
で

▽
場
所
　嬬
恋
会
館
３
階
大
ホ
ー
ル

▽
問
い
合
わ
せ
先

中
之
条
税
務
署

☎
75
―

３
３
５
５

税
務
課
住
民
税
係

☎
96
―

０
５
１
３

台
風
19
号
の
被
害
を

　
　
　
　
受
け
ら
れ
た
皆
様
へ

■
住
民
税
の
申
告

令
和
２
年
度
の
住
民
税
の
課
税
は
、

平
成
31
年
１
月
１
日
〜
令
和
元
年
12

月
31
日
の
所
得
が
基
礎
と
な
り
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
所
得
証
明
書
な
ど
各

種
証
明
書
の
発
行
や
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
の
算
定
資
料
と
な
る
大
切
な
も

の
で
す
。
申
告
が
な
い
場
合
は
、
証
明

事
務
等
が
で
き
な
く
な
り
、
不
利
な
扱

い
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
住
民
税
申
告
が
必
要
な
方

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
嬬
恋
村

に
住
所
が
あ
り
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
要
し
な
い

方
で
次
に
該
当
す
る
方
。

①
給
与
・
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ

る
方
。

②
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
て
、
各

種
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
、
寡
婦
・

障
害
者
控
除
な
ど
）
を
受
け
る
方
。

③
平
成
３１
年
・
令
和
元
年
中
に
収
入
が

な
か
っ
た
方
、
遺
族
年
金
や
障
害
者
年

金
等
の
非
課
税
年
金
の
み
の
方
も
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
電
話
可
）

▽
住
民
税
申
告
の
必
要
が
な
い
方

①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る
方
。

②
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得

が
な
く
、
年
末
調
整
を
済
ま
せ
た
方
。

③
所
得
が
公
的
年
金
（
非
課
税
年
金
除

く
）
の
み
で
控
除
申
告
が
必
要
な
い
と

思
わ
れ
る
方
。

▽
申
告
時
の
持
ち
物

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
等

②
印
鑑

③
源
泉
徴
収
票
や
収
入
・
支
出
が
わ
か

る
帳
簿
・
書
類

④
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
等
の
控

除
証
明
書
、
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支

払
い
を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類
、
医
療

費
な
ど
の
領
収
書

※
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
額
は
、

役
場
で
は
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
収
入
が
わ
か
る
書
類

⑥
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
障

害
の
等
級
な
ど
が
わ
か
る
書
類

⑦
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
は
、
契
約

書
の
写
し
や
費
用
の
わ
か
る
書
類

⑧
そ
の
他
、
収
入
お
よ
び
控
除
に
必
要

と
思
わ
れ
る
書
類

⑨
還
付
を
受
け
る
場
合
は
振
込
先
の
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の

▽
申
告
上
の
注
意
点

①
税
務
署
よ
り
「
確
定
申
告
の
お
知
ら

せ
」
の
は
が
き
・
通
知
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
医
療
費
控
除
を
伴
う
申
告
は
、
領
収

書
の
整
理
、
計
算
な
ど
を
事
前
に
済
ま

せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
、
不
動
産

な
ど
）
が
あ
る
人
は
、
年
間
の
収
入
や

必
要
経
費
を
整
理
し
、
収
支
内
訳
書
に

記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

④
外
国
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る

申
告
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
高
度
な

判
断
を
要
す
る
申
告
は
中
之
条
税
務

署
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
年
も
住
民
税
の
申
告
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
が
必
要
な
方
は
期
限
ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
告
の
受
付
は
、
２
月
17
日
（
月
）
〜
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
ま
た
、
２
月
17
日
（
月
）
〜
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
は
各
地
区
ご
と
に
、
役
場
に
お
い
て
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
日
程
表
を
ご
確

認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《住民税申告日程表 》※会場は全て「役場 応接室」

※３月２日(月)～３月１６日(月)の期間も、役場応接室において
　行います｡（土・日・祝日を除く） 
　受付時間は、午前９時～午後４時までです。
※日程表の地区割りは、混雑を避けるための目安です。
期間中の都合の良い日にお越しください。

期　日

2月1７日（月）

2月1８日（火）

2月１９日（水）

2月２０日（木）

2月2１日（金）

2月25日（火）

2月26日（水）

2月27日（木）

2月28日（金）

地区名

田  代

干  俣

大  笹

大  前

西窪・門貝

三  原

鎌  原

芦生田・袋倉

今  井

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

表１

受付時間

住
民
税
・
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

申
告
期
間
は
２
月
17
日
（
月
）
〜
３
月
16
日
（
月
）
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
住
民
税
係
　
☎
96
―
０
５
１
３
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行政からの
　　お知らせ
行政からの
　　お知らせ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
▽
問
い
合
わ
せ
先
　
中
之
条
税
務
署

☎
０
２
７
９
―
75
―
３
３
５
５

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
に
つ
い
て

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
会
場
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

▽
会
場
　中
之
条
税
務
署
１
階
会
議
室

▽
期
間
　令
和
２
年
２
月
17
日
（
月
）

〜
３
月
16
日
（
月
）

（
土
・
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

▽
受
付
時
間
　午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時

（
提
出
は
午
後
５
時
ま
で
）

▽
相
談
開
始
　午
前
９
時
〜

※
申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

消
費
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す

る
た
め
に
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
以

降
の
取
引
に
つ
い
て
、
売
上
げ
や
仕
入

れ
等
を
税
率
（
軽
減
税
率
８
％
・
標
準

税
率
10
％
）
ご
と
に
区
分
し
て
記
帳
す

る
な
ど
の
経
理
（
区
分
経
理
）
を
行
っ

た
帳
簿
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
分
か
ら
は
、
消
費

税
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め
に

は
、
区
分
経
理
を
行
っ
た
帳
簿
に
基
づ

き
、
「
課
税
取
引
金
額
計
算
表
」
の
作

成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
区
分
経
理

に
対
応
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求

書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

医
療
費
控
除
を
適
用
さ
れ
る
方
へ

　平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医

療
費
控
除
は
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と

な
り
、
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
税
務
署
か
ら
「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」
の
記
載
内
容
の
確
認
を
求
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
は
５

年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
ま
で
は
、

従
来
ど
お
り
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提

示
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
令
和
２

年
分
以
降
は
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書

の
作
成
・
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に
所
有

し
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備

品
な
ど
の
事
業
用
資
産
を
償
却
資
産
と

い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
１
月
１

日
現
在
で
村
内
に
所
有
す
る
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
期
限
ま
で
に
申
告
書
類

の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　昨
年
申
告
い
た
だ
い
て
い
る
方
と
昨

年
ま
で
に
事
業
を
始
め
た
方
に
は
申
告

書
類
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
該
当
す

る
方
で
申
告
書
類
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
申
告
書
類
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
し

て
電
子
申
告
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

▽
対
象
者

事
業
を
行
っ
て
い
る
方

▽
提
出
期
限
　１
月
31
日
（
金
）

▽
提
出
先

税
務
課

▽
申
告
が
必
要
な
償
却
資
産

【
機
械
・
装
置
】
土
木
建
設
用
機
械
、

農
業
用
機
械
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

【
工
具
・
器
具
・
備
品
】
事
務
用
機

器
、
机
、
椅
子
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど

【
構
築
物
】
舗
装
路
面
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
、
外
構
工
事
な
ど

【
車
両
・
運
搬
具
】
大
型
特
殊
自
動
車

（
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
対
象
は

除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

　☎
96
―

０
５
１
３

農
業
に
使
用
す
る
軽
油
は
課
税
が
免
除
さ
れ
ま
す

軽
油
に
課
さ
れ
る
軽
油
引
取
税
は
農

業
に
使
用
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
免
除
の
対
象

ほ
場
の
耕
う
ん
、
栽
培
管
理
等
、
農

業
者
が
農
作
業
を
行
う
た
め
に
使
用
す

る
機
械
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
軽
油

▽
手
続
き

①
あ
か
ら
じ
め
県
知
事
に
「
免
税
軽
油

使
用
者
証
」
と
「
免
税
証
」
の
交
付
申

請
を
行
う
。

※
申
請
に
は
「
耕
作
証
明
書
」
や
申
請
機

械
の
確
認
書
類
な
ど
の
添
付
が
必
要
。

②
「
免
税
証
」
の
交
付
を
受
け
、
給
油
の

際
に
軽
油
販
売
業
者
に
「
免
税
証
」
を
提

出
し
、
免
税
軽
油
を
購
入
・
使
用
す
る
。

③
使
用
後
、
伝
票
や
領
収
書
な
ど
と
と

も
に
、
数
量
な
ど
を
報
告
す
る
。

▽
申
請
期
間

2
月
3
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

▽
申
請
先
　吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

▽
問
い
合
わ
せ
先

○
吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

☎
０
２
７
９
―

75
―

３
３
０
０

○
吾
妻
農
業
事
務
所

☎
０
２
７
９
―

75
―

２
３
１
１

○
県
庁
税
務
課

☎
０
２
７
―

２
２
６
―

２
１
９
８

○
県
庁
技
術
支
援
課

☎
０
２
７
―

２
２
６
―

３
０
３
６

※
臨
時
窓
口
設
置
の
お
知
ら
せ

役
場

2
階
委
員
会
室

２
月
５
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
（
村
県
民
税
）
を
申
告
す

る
際
に
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」を
提
示
す
る
こ
と
で
、
本
人
ま
た

は
そ
の
扶
養
者
が
、
障
害
者
控
除
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
方

　障
害
者
手
帳

等
を
お
持
ち
で
な
い
65
歳
以
上
の
方

で
介
護
保
険
に
お
け
る
要
介
護
状
態

に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、
一

定
の
要
件
（
介
護
認
定
時
の
主
治
医

意
見
書
の
判
定
に
よ
り
ま
す
）
に
当

て
は
ま
る
方
。

▽
申
請
方
法
　印
鑑
を
持
参
し
、
住

民
福
祉
課
窓
口
に
て
申
請
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課

　☎
96
―

０
５
１
５

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す

確
定
申
告
で
の
雑
損
控
除
等
に
つ

い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

令
和
２
年
１
月
29
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
ま
で

▽
場
所

嬬
恋
会
館
３
階
大
ホ
ー
ル

▽
問
い
合
わ
せ
先

中
之
条
税
務
署

☎
75
―

３
３
５
５

税
務
課
住
民
税
係

☎
96
―

０
５
１
３

台
風
19
号
の
被
害
を

受
け
ら
れ
た
皆
様
へ

■
住
民
税
の
申
告

令
和
２
年
度
の
住
民
税
の
課
税
は
、

平
成
31
年
１
月
１
日
〜
令
和
元
年
12

月
31
日
の
所
得
が
基
礎
と
な
り
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
所
得
証
明
書
な
ど
各

種
証
明
書
の
発
行
や
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
の
算
定
資
料
と
な
る
大
切
な
も

の
で
す
。
申
告
が
な
い
場
合
は
、
証
明

事
務
等
が
で
き
な
く
な
り
、
不
利
な
扱

い
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
住
民
税
申
告
が
必
要
な
方

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
嬬
恋
村

に
住
所
が
あ
り
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
要
し
な
い

方
で
次
に
該
当
す
る
方
。

①
給
与
・
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ

る
方
。

②
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
て
、
各

種
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
、
寡
婦
・

障
害
者
控
除
な
ど
）
を
受
け
る
方
。

③
平
成
３１
年
・
令
和
元
年
中
に
収
入
が

な
か
っ
た
方
、
遺
族
年
金
や
障
害
者
年

金
等
の
非
課
税
年
金
の
み
の
方
も
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
電
話
可
）

▽
住
民
税
申
告
の
必
要
が
な
い
方

①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る
方
。

②
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得

が
な
く
、
年
末
調
整
を
済
ま
せ
た
方
。

③
所
得
が
公
的
年
金
（
非
課
税
年
金
除

く
）
の
み
で
控
除
申
告
が
必
要
な
い
と

思
わ
れ
る
方
。

▽
申
告
時
の
持
ち
物

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
等

②
印
鑑

③
源
泉
徴
収
票
や
収
入
・
支
出
が
わ
か

る
帳
簿
・
書
類

④
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
等
の
控

除
証
明
書
、
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支

払
い
を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類
、
医
療

費
な
ど
の
領
収
書

※
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
額
は
、

役
場
で
は
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
収
入
が
わ
か
る
書
類

⑥
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
障

害
の
等
級
な
ど
が
わ
か
る
書
類

⑦
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
は
、
契
約

書
の
写
し
や
費
用
の
わ
か
る
書
類

⑧
そ
の
他
、
収
入
お
よ
び
控
除
に
必
要

と
思
わ
れ
る
書
類

⑨
還
付
を
受
け
る
場
合
は
振
込
先
の
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の

▽
申
告
上
の
注
意
点

①
税
務
署
よ
り
「
確
定
申
告
の
お
知
ら

せ
」
の
は
が
き
・
通
知
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
医
療
費
控
除
を
伴
う
申
告
は
、
領
収

書
の
整
理
、
計
算
な
ど
を
事
前
に
済
ま

せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
、
不
動
産

な
ど
）
が
あ
る
人
は
、
年
間
の
収
入
や

必
要
経
費
を
整
理
し
、
収
支
内
訳
書
に

記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

④
外
国
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る

申
告
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
高
度
な

判
断
を
要
す
る
申
告
は
中
之
条
税
務

署
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
も
住
民
税
の
申
告
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
が
必
要
な
方
は
期
限
ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
の
受
付
は
、
２
月
17
日
（
月
）
〜
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
ま
た
、
２
月
17
日
（
月
）
〜
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
は
各
地
区
ご
と
に
、
役
場
に
お
い
て
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
日
程
表
を
ご
確

認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《住民税申告日程表 》※会場は全て「役場 応接室」

※３月２日(月)～３月１６日(月)の期間も、役場応接室において
行います｡（土・日・祝日を除く）
受付時間は、午前９時～午後４時までです。

※日程表の地区割りは、混雑を避けるための目安です。
期間中の都合の良い日にお越しください。

期　日

2月1７日（月）

2月1８日（火）

2月１９日（水）

2月２０日（木）

2月2１日（金）

2月25日（火）

2月26日（水）

2月27日（木）

2月28日（金）

地区名

田 代

干 俣

大  笹

大  前

西窪・門貝

三  原

鎌  原

芦生田・袋倉

今  井

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

午前 9:00～午後 3:00

表１

受付時間

住
民
税
・
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

申
告
期
間
は
２
月
17
日
（
月
）
〜
３
月
16
日
（
月
）
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
住
民
税
係

☎
96
―
０
５
１
３
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高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

費
用
助
成
に
つ
い
て

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
て
お
く
と
、
肺
炎
球
菌
感
染
症

の
約
70
％
に
予
防
効
果
が
期
待
で
き
、

ま
た
発
症
し
て
も
症
状
の
悪
化
を
抑

え
、
合
併
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
な
人
で
は
、
少

な
く
と
も
接
種
後
５
年
間
は
効
果
が
持

続
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
接
種
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
対
象

と
な
っ
て
い
る
方
は
早
め
の
接
種
を
し

て
下
さ
い
。

▽
対
象

嬬
恋
村
に
住
所
が
あ
り
、
今

年
度
に
該
当
年
齢
（
※
１
）
に
な
る
方

で
、
過
去
に
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

（
※
１
）該
当
年
齢

今
年
度
、
65
歳
・

70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・

95
歳
・
1
0
0
歳
に
な
る
方

▽
接
種
期
間

平
成
31
年
４
月
１
日

〜
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

▽
自
己
負
担
額

３
，
０
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
免
除
）

▽
接
種
方
法

希
望
す
る
医
療
機
関

に
予
約
の
う
え
、
接
種
し
て
下
さ
い
。

①
県
内
の
相
互
乗
り
入
れ
医
療
機
関
で

は
自
己
負
担
分
の
支
払
い
で
接
種
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

②
そ
の
他
の
医
療
機
関
で
は
、
償
還
払

い
で
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
方
法

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
添
付
書
類
（
※

２
）
を
付
け
て
、
申
請
し
て
下
さ
い
。

念
の
た
め
、
認
印
、
振
込
先
を
確
認
で

き
る
通
帳
等
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
２
）
添
付
書
類
・
領
収
書

・
予
防
接
種
済
証
（
予
診
票
の
写
し
）

▽
申
請
期
限
　令
和
２
年
４
月
30
日
ま
で

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
室

☎
96
―

１
９
７
５

「
嬬
恋
村
空
き
家
バ
ン
ク
」
運
用
開
始
し
ま
し
た

嬬
恋
村
内
の
空
き
家
情
報
を
集
め
た

「
嬬
恋
村
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
登
録
受

付
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
嬬
恋
村
空
き
家
バ
ン
ク
」
は
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
通
し
て
、
嬬
恋
村

へ
の
移
住
定
住
の
促
進
お
よ
び
地
域
の

活
性
化
を
目
的
に
し
て
お
り
、
村
内
の

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
と
空
き
家
を
探

し
て
い
る
方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
96
―

１
２
５
７

移
住
・
集
落
支
援
室

☎
82
―
５
１
９
１

移
住
支
援
金
の
対
象
と
な
る

企
業
求
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

群
馬
県
で
は
、
東
京
圏
か
ら
県
内
へ

の
移
住
促
進
お
よ
び
県
内
企
業
の
担
い

手
不
足
へ
の
対
処
策
と
し
て
、
移
住
支

援
金
の
対
象
と
な
る
企
業
求
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
　一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
県
内
企
業
等

※
詳
細
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
費
用
　無
料

▽
申
込
方
法
　ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
登
録
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
そ
の
他
　移
住
支
援
金
は
、
県
内
に

移
住
し
た
東
京
23
区
の
在
住
者
・
通
勤

者
の
う
ち
、
対
象
法
人
に
就
業
し
た
方

に
最
大
１
０
０
万
円
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

※
詳
細
は
、
ぐ
ん
ま
暮
ら
し
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
東
毛
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
０
２
７
７
―

20
―

８
２
２
８

新
婚
世
帯
の
新
生
活
を
支
援
し
ま
す

村
で
は
、
新
婚
世
帯
の
住
居
費
用
な

ど
を
補
助
し
、
新
生
活
を
経
済
的
に
支

援
し
ま
す
。

▽
主
な
要
件

①
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届

を
提
出
し
、
婚
姻
時
の
年
齢
が
夫
婦
と

も
に
34
歳
以
下

②
申
請
時
点
に
お
け
る
直
近
の
所
得
証

明
に
お
い
て
、
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し

た
額
が
3
4
0
万
円
未
満
で
あ
る
世
帯

③
申
請
と
交
付
の
日
に
住
民
票
の
住
所

が
対
象
と
な
る
住
宅
（
村
内
に
限
る
）

の
住
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と

④
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑤
居
住
す
る
全
員
が
村
税
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

▽
補
助
額
上
限

30
万
円

▽
対
象
経
費
　新
婚
世
帯
が
、
村
内
で

住
宅
を
取
得
、
賃
借
す
る
た
め
の
費
用

と
引
越
し
費
用

※
そ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
96
―

１
２
５
７

（
https://gunm

agurashi.pref.gunm
a.jp/shienkin/）

E
-m
ail　

w
akuw

aku@
w
orkentry.co.jp

（
http://w

w
w
.w
akam

ono.jp/m
igrant_support/）

連
載
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
吉
田

祐
太
郎

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
30
年
12
月
に
嬬
恋
村
に
赴
任

し
丸
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
回
は
、

こ
の
一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
去
年
は
年
間
を
通
し
、

主
に
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
飼
育
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
活
動
は
主
に
午
前
中
の
餌
や

り
や
観
察
、
水
槽
の
清
掃
作
業
で
す
。

そ
の
中
で
自
分
な
り
に
チ
ョ
ウ
ザ
メ

の
様
子
を
観
察
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
成
長

し
た
の
か
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
エ
ゴ

マ
の
選
別
や
搾
油
作
業
に
も
携
わ
り
、

機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
な
ど
も
学

び
ま
し
た
。
他
に
も
、
群
馬
県
で
の
協

力
隊
の
講
習
な
ど
に
も
参
加
し
、
他
市

町
村
の
協
力
隊
と
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
充
実
し
た
一
年
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
振
り
返
る
と
人
前
に
立
つ

活
動
が
少
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
今
ま
で
の
活
動
に
加

え
、
新
し
い
こ
と
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
情
報
を
見
極
め
る
力
を
持
つ
消
費

者
に
な
ろ
う
」

「
損
は
出
ま
せ
ん
」
「
あ
な
た
だ
け
の

お
得
な
情
報
」
「
簡
単
高
収
入
」
「
元
が

取
れ
る
か
ら
借
金
も
初
期
投
資
」
な
ど
、

勧
誘
文
言
例
を
挙
げ
れ
ば
切
り
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
当
だ
と
思
い
ま
す
か
？

○
自
由
に
選
択
し
て
い
る
つ
も
り
が
、

実
は
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
広
告

な
ど
か
ら
常
に
無
意
識
の
う
ち
様
々
な

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

自
分
自
身
の
価
値
観
を
磨
き
、
ニ
ー
ズ

（
本
当
に
必
要
な
も
の
）
と
ウ
ォ
ン
ツ

（
た
だ
単
に
欲
し
い
も
の
）
を
見
極
め

る
力
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
も
う
一
人
の
自
分
と
の
対
話

常
に
「
こ
れ
は
本
当
な
の
だ
ろ
う
か
」

「
他
に
方
法
は
な
い
か
」
等
多
面
的
な
視

点
で
、
も
う
一
人
の
自
分
と
対
話
す
る
機

会
を
持
つ
事
を
意
味
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
意
識
で
、
同
じ
よ
う
な

状
況
下
で
も
冷
静
に
批
判
的
思
考
を

働
か
せ
る
事
が
で
き
、
ト
ラ
ブ
ル
を
回

避
す
る
力
が
身
に
つ
く
で
し
ょ
う
。

○
第
三
者
の
意
見
を
聞
く

年
齢
と
経
験
が
豊
富
な
人
ほ
ど
「
自

分
は
大
丈
夫
」
と
思
い
込
み
で
判
断
し

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
契
約
・

申
し
込
み
す
る
前
に
、
身
近
な
人
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
、
第
三
者
の
意
見

を
聞
く
こ
と
も
情
報
を
見
極
め
る
た
め

の
重
要
な
武
器
に
な
る
で
し
ょ
う
。

心
配
ご
と
や
対
処
に
困
っ
た
と
き

は
、
吾
妻
郡
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
吾
妻
郡
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
９
―

75
―

１
１
６
６

ま
た
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８

８
（
い
や
や
）
」
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

連
載
「
消
費
生
活
お
役
立
ち
情
報
」

12
月
10
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
診
で
は
、
受
診
し
た
23
人
中
20
人
の
お
子
さ
ん

に
む
し
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

む
し
歯
の
な
い
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
室

☎
９６

－

１
９
７
５

干川　愛心ちゃん
ほしかわ あこ

宮﨑　隼くん
みやざき しゅん

滝沢　太一郎くん
たきざわ たいちろう

干川　翔也くん
ほしかわ しょうや

熊川　花音ちゃん
くまがわ かのん

黒岩　鈴ちゃん
くろいわ すず

湯浅　仁奈ちゃん
ゆあさ にな

松本　綾人くん
まつもと あやと

干川　凛華ちゃん
ほしかわ りんか

滝沢　佳歩ちゃん
たきざわ かほ

小林　千紘ちゃん
こばやし ちひろ

市場　楓叶ちゃん
いちば ふうか

松本　希穂ちゃん
まつもと きほ

下谷　栄人くん
しもや えいと

唐澤　美愛ちゃん
からさわ みあ

黒岩　奏心くん
くろいわ そうし

樋口　龍之介くん
ひぐち りゅうのすけ

佐藤　朱郁ちゃん
さとう しゅか

市場　豊隆くん
いちば ほたか

熊川　湊斗くん
くまがわ みなと

歯
ぴ
か
く
ん
と
歯
ぴ
か
ち
ゃ
ん
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高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

費
用
助
成
に
つ
い
て

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
て
お
く
と
、
肺
炎
球
菌
感
染
症

の
約
70
％
に
予
防
効
果
が
期
待
で
き
、

ま
た
発
症
し
て
も
症
状
の
悪
化
を
抑

え
、
合
併
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
な
人
で
は
、
少

な
く
と
も
接
種
後
５
年
間
は
効
果
が
持

続
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
接
種
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
対
象

と
な
っ
て
い
る
方
は
早
め
の
接
種
を
し

て
下
さ
い
。

▽
対
象

嬬
恋
村
に
住
所
が
あ
り
、
今

年
度
に
該
当
年
齢
（
※
１
）
に
な
る
方

で
、
過
去
に
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

（
※
１
）該
当
年
齢

今
年
度
、
65
歳
・

70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・

95
歳
・
1
0
0
歳
に
な
る
方

▽
接
種
期
間

平
成
31
年
４
月
１
日

〜
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

▽
自
己
負
担
額

３
，
０
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
免
除
）

▽
接
種
方
法

希
望
す
る
医
療
機
関

に
予
約
の
う
え
、
接
種
し
て
下
さ
い
。

①
県
内
の
相
互
乗
り
入
れ
医
療
機
関
で

は
自
己
負
担
分
の
支
払
い
で
接
種
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

②
そ
の
他
の
医
療
機
関
で
は
、
償
還
払

い
で
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
方
法

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
添
付
書
類
（
※

２
）
を
付
け
て
、
申
請
し
て
下
さ
い
。

念
の
た
め
、
認
印
、
振
込
先
を
確
認
で

き
る
通
帳
等
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
２
）
添
付
書
類
・
領
収
書

・
予
防
接
種
済
証
（
予
診
票
の
写
し
）

▽
申
請
期
限
令
和
２
年
４
月
30
日
ま
で

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
室

☎
96
―

１
９
７
５

「
嬬
恋
村
空
き
家
バ
ン
ク
」
運
用
開
始
し
ま
し
た

嬬
恋
村
内
の
空
き
家
情
報
を
集
め
た

「
嬬
恋
村
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
登
録
受

付
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
嬬
恋
村
空
き
家
バ
ン
ク
」
は
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
通
し
て
、
嬬
恋
村

へ
の
移
住
定
住
の
促
進
お
よ
び
地
域
の

活
性
化
を
目
的
に
し
て
お
り
、
村
内
の

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
と
空
き
家
を
探

し
て
い
る
方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
96
―

１
２
５
７

移
住
・
集
落
支
援
室

☎
82
―
５
１
９
１

移
住
支
援
金
の
対
象
と
な
る

企
業
求
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

群
馬
県
で
は
、
東
京
圏
か
ら
県
内
へ

の
移
住
促
進
お
よ
び
県
内
企
業
の
担
い

手
不
足
へ
の
対
処
策
と
し
て
、
移
住
支

援
金
の
対
象
と
な
る
企
業
求
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
県
内
企
業
等

※
詳
細
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
費
用

無
料

▽
申
込
方
法

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
登
録
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
そ
の
他

移
住
支
援
金
は
、
県
内
に

移
住
し
た
東
京
23
区
の
在
住
者
・
通
勤

者
の
う
ち
、
対
象
法
人
に
就
業
し
た
方

に
最
大
１
０
０
万
円
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

※
詳
細
は
、
ぐ
ん
ま
暮
ら
し
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
東
毛
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
０
２
７
７
―

20
―

８
２
２
８

新
婚
世
帯
の
新
生
活
を
支
援
し
ま
す

村
で
は
、
新
婚
世
帯
の
住
居
費
用
な

ど
を
補
助
し
、
新
生
活
を
経
済
的
に
支

援
し
ま
す
。

▽
主
な
要
件

①
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届

を
提
出
し
、
婚
姻
時
の
年
齢
が
夫
婦
と

も
に
34
歳
以
下

②
申
請
時
点
に
お
け
る
直
近
の
所
得
証

明
に
お
い
て
、
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し

た
額
が
3
4
0
万
円
未
満
で
あ
る
世
帯

③
申
請
と
交
付
の
日
に
住
民
票
の
住
所

が
対
象
と
な
る
住
宅
（
村
内
に
限
る
）

の
住
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と

④
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑤
居
住
す
る
全
員
が
村
税
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

▽
補
助
額
上
限

30
万
円

▽
対
象
経
費

新
婚
世
帯
が
、
村
内
で

住
宅
を
取
得
、
賃
借
す
る
た
め
の
費
用

と
引
越
し
費
用

※
そ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
96
―

１
２
５
７

（
https://gunm

agurashi.pref.gunm
a.jp/shienkin/）

E
-m
ail

w
akuw

aku@
w
orkentry.co.jp

（
http://w

w
w
.w
akam

ono.jp/m
igrant_support/）

連
載
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
吉
田

祐
太
郎

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　平
成
30
年
12
月
に
嬬
恋
村
に
赴
任

し
丸
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
回
は
、

こ
の
一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
去
年
は
年
間
を
通
し
、

主
に
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
飼
育
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
活
動
は
主
に
午
前
中
の
餌
や

り
や
観
察
、
水
槽
の
清
掃
作
業
で
す
。

　そ
の
中
で
自
分
な
り
に
チ
ョ
ウ
ザ
メ

の
様
子
を
観
察
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
成
長

し
た
の
か
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
エ
ゴ

マ
の
選
別
や
搾
油
作
業
に
も
携
わ
り
、

機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
な
ど
も
学

び
ま
し
た
。
他
に
も
、
群
馬
県
で
の
協

力
隊
の
講
習
な
ど
に
も
参
加
し
、
他
市

町
村
の
協
力
隊
と
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
充
実
し
た
一
年
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
振
り
返
る
と
人
前
に
立
つ

活
動
が
少
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
今
ま
で
の
活
動
に
加

え
、
新
し
い
こ
と
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
情
報
を
見
極
め
る
力
を
持
つ
消
費

者
に
な
ろ
う
」

「
損
は
出
ま
せ
ん
」
「
あ
な
た
だ
け
の

お
得
な
情
報
」
「
簡
単
高
収
入
」
「
元
が

取
れ
る
か
ら
借
金
も
初
期
投
資
」
な
ど
、

勧
誘
文
言
例
を
挙
げ
れ
ば
切
り
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
当
だ
と
思
い
ま
す
か
？

○
自
由
に
選
択
し
て
い
る
つ
も
り
が
、

実
は
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
広
告

な
ど
か
ら
常
に
無
意
識
の
う
ち
様
々
な

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

自
分
自
身
の
価
値
観
を
磨
き
、
ニ
ー
ズ

（
本
当
に
必
要
な
も
の
）
と
ウ
ォ
ン
ツ

（
た
だ
単
に
欲
し
い
も
の
）
を
見
極
め

る
力
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
も
う
一
人
の
自
分
と
の
対
話

常
に
「
こ
れ
は
本
当
な
の
だ
ろ
う
か
」

「
他
に
方
法
は
な
い
か
」
等
多
面
的
な
視

点
で
、
も
う
一
人
の
自
分
と
対
話
す
る
機

会
を
持
つ
事
を
意
味
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
意
識
で
、
同
じ
よ
う
な

状
況
下
で
も
冷
静
に
批
判
的
思
考
を

働
か
せ
る
事
が
で
き
、
ト
ラ
ブ
ル
を
回

避
す
る
力
が
身
に
つ
く
で
し
ょ
う
。

○
第
三
者
の
意
見
を
聞
く

　年
齢
と
経
験
が
豊
富
な
人
ほ
ど
「
自

分
は
大
丈
夫
」
と
思
い
込
み
で
判
断
し

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
契
約
・

申
し
込
み
す
る
前
に
、
身
近
な
人
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
、
第
三
者
の
意
見

を
聞
く
こ
と
も
情
報
を
見
極
め
る
た
め

の
重
要
な
武
器
に
な
る
で
し
ょ
う
。

心
配
ご
と
や
対
処
に
困
っ
た
と
き

は
、
吾
妻
郡
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
吾
妻
郡
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
９
―

75
―

１
１
６
６

ま
た
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８

８
（
い
や
や
）
」
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

連
載
「
消
費
生
活
お
役
立
ち
情
報
」

12
月
10
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
診
で
は
、
受
診
し
た
23
人
中
20
人
の
お
子
さ
ん

に
む
し
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

む
し
歯
の
な
い
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　役
場
保
健
室

　☎
９６

－

１
９
７
５

歯
ぴ
か
く
ん
と
歯
ぴ
か
ち
ゃ
ん

写真は印刷版広報に掲載しています



第13回ジオカフェ開催報告
　12月5日（木）長野原町住民総合センターにおいて「吾妻線いま、
むかし、そしてこれから」と題して、東吾妻町まちづくり推進課地域お
こし協力隊の田嶋謙二さん、小川貴司さんを話題提供者として迎え、
開催しました。参加者は、43名でした。
　第二次世界大戦中だった吾妻線（当時は長野原線）の建設工事エピ
ソードでは、吾妻峡トンネルが硬い岩盤のため難工事だったことが紹
介されました。また、廃線を利用した自転車型トロッコと八ッ場ダムを
組み合わせたイベントを期待している人が多いことや東吾妻町の見ど
ころも紹介していただきました。
　参加者からは「いろいろな人と話ができて良かった」との感想をい
ただきました。

お米のコンクールで入賞しました

嬬恋村愛育会 母子保健家族計画事業功労者
厚生労働大臣表彰 受賞

　11月30日・12月1日の二日間、千葉県木更津市において「第
21回米・食味分析鑑定コンクール　国際大会」が開催され、総合
部門で嬬恋村おいしい米づくり研究会の横沢信雄さんが金賞を、
小嶋良一さん、下谷直四郎さんが特別優秀賞を受賞しました。
　また、小嶋良一さんは11月28・29日に静岡県静岡市において
開催された「第16回お米日本一コンテストinしずおか」でも入賞
されました。

　11月7日（木）に千葉県で開催された「令和元年度健やか親子21
全国大会」において、嬬恋村愛育会（会長　山﨑千鶴子氏）が母子保
健家族計画事業功労者　厚生労働大臣表彰を受賞しました。
　今回の受賞は、昭和49年の発会以来、時代にそった母子保健事業を
実施してきたことが評価されたものです。現在は、足形とり（生後
7ヶ月児）、親子ふれあい教室での読み聞かせを実施しています。ま
た、赤ちゃん訪問を実施している支部もあります。
　  嬬恋村愛育会キャッチフレーズ～みんなの健康づくり応援隊～
　母子保健事業のほか、調理実習や健康教室などを実施し、身近なと
ころから地域の健康を応援する活動を行っています。
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“社会を明るくする運動”作文コンテスト
吾妻地区代表に嬬恋中学校の生徒５名が入選！
　第69回”社会を明るくする運動“作文コンテストにおいて、
嬬恋中学校の生徒５名の作品が吾妻地区代表に入選し、12
月17日に吾妻保護区保護司会長より表彰を受けました。　
　５名の作品は吾妻地区の代表として群馬県へ推薦されま
した。

第13回ジオカフェの様子

左より下谷直四郎さん、横沢信雄さん、小嶋良一さん左より下谷直四郎さん、横沢信雄さん、小嶋良一さん

宮﨑 達輝
みやざき たつき
■今井

Ｈ30.1.１5生
お父さん：伸也さん　　お母さん：みづきさん

＝家族からひとこと＝
名前の由来は、健やかに成長し、周りの皆を笑顔に出来る大

人になって欲しいと願いを込め、父親が名付けました。
いつもニコニコ、食べることが大好きですごく美味しそうに

何でも食べてくれます。お話も大好きで、色々な言葉を一生懸
命伝えてくれる姿に毎日癒やされています。お兄ちゃんの真似を
して一緒にダンスをしたり追いかけっこをしたり楽しそうです。
これからも笑顔で協力し合って生きていって欲しいなと思

います。

“にこにこ赤ちゃん”募集!!

食改推の

食生活改善推進員さんによる手作りおやつを紹介します。
みなさんもぜひご家庭で親子で作ってみてください。

佐藤 圭真
さとう けいま

くん くん

■大笹

Ｈ３０．１．８生
お父さん：厚さん　　お母さん：麻衣さん

＝家族からひとこと＝
　名前は姓名判断をもとに、まっすぐに育って欲しいという願
いを込めて名付けました。
言葉が増えてきて、意思を伝えてくれたり、絵本を声に出して

読んだりします。果物やパンなど好きな料理がでた時に「うわ～
おいしそう」と言ってくれる事が嬉しいです。トーマスが大好き
で、眠っていてもテーマソングを流すと瞬時に目覚めます。
よく遊び、よく笑う圭真が大好きです。健康にすくすく育って

ください。

登場希望の方は役場総務課広報係へ（2歳未満のお子さん） 96-0511まで

Spencer
Hi Jeb. Happy New Year! 
You went to Osaka last month, right?
ジェブ、こんにちは。明けましておめでとうございます。
先月大阪に旅行に行ってきましたね？

Jeb
I did. I was in Osaka during Christmas. I ate a lot of takoyaki and
went to Universal Studios Japan. 
はい、行ってきました。クリスマスの間大阪にいました。
たこ焼きをいっぱい食べたり、ユニバーサルスタジオに行ったりしました。

Spencer
I love takoyaki. I like introducing it to Americans, too. Most
Americans have never eaten it. 
Before coming to Japan I had never had it, either. Octopus is very
expensive in Michigan. 
たこ焼きが大好きです。アメリカ人に紹介することも好きです。
ほとんどのアメリカ人は食べたことがないです。
日本に来る前に私も食べたことがありませんでした。
ミシガン州ではたこはとても高いのです。

Jeb
I had it once at a Japanese restaurant in Idaho but the takoyaki in
Osaka is more delicious. 
Osaka was very fun but it was so crowded. I found interesting New
Year’s gifts to send to my family.
アイダホ州にある和食レストランで一回食べたけど大阪のたこ焼きの
方がおいしいです。大阪は楽しかったですがとても混雑していました。
しかし、家族に送る面白い年賀を見つけました。

Spencer
New Year’s gifts are a really cool part of Japanese culture. 
In America we don’t have things like New Year’s gifts or
otoshidama. 
お年賀は興味深い風習だと思います。
アメリカにはお年賀やお年玉のようなものがありません。

Jeb
The Kansai region has lots of good souvenirs. 
There was lots of candy and snacks they don’t sell in Tsumagoi.
I bought you some okonomiyaki flavored manjyuu but I ate them on
the bullet train. Sorry. 
関西にはいいお土産がたくさんあります。
嬬恋で売っていないお菓子と甘いものがありました。 
あなたにお好み焼き味まんじゅうを買いましたが、新幹線に乗って食べてしま
いました。ごめんなさい。

・エネルギー:121kcal 
・たんぱく質:1.1g
・脂質:7.2g
・塩分:0g

★材料（10個分）

★作り方
①かぼちゃはよく洗って種を取り、皮をむく。適当な大きさ
に切ってやわらかくなるまで蒸し、熱いうちにマッシャー
などでつぶし、あら熱を取る。

②Ａを合わせてふるいにかけ、砂糖を混ぜておく。
③ボウルに①、②を加えてこねる。様子を見ながら牛乳と
豆乳を入れる。

④③を１０等分にする。
⑤１７０～１８０℃の油で、きつね色になるまで揚げる。

（１個分あたり）

かぼちゃ・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
 地粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
重曹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０.４ｇ
 ベーキング・パウダー・・・０.８ｇ
砂糖・・・・・・・２５ｇ

牛乳・・・・・・・・・・・大さじ1/2
豆乳・・・・・・・・・・・大さじ1/2

※牛乳豆乳は様子を
見ながら水分調整に使う

かぼちゃのかりんとうかぼちゃのかりんとう

CONVERSATION WITH

SPENCER AND JEBEDIAH
JEBEDIAHSPENCER

ニュースニュースCamera News

メラカメラメラカカ

ⒶⒶ

会長の山﨑千鶴子さん会長の山﨑千鶴子さん

写真は印刷版広報に掲載しています



第13回ジオカフェ開催報告
12月5日（木）長野原町住民総合センターにおいて「吾妻線いま、

むかし、そしてこれから」と題して、東吾妻町まちづくり推進課地域お
こし協力隊の田嶋謙二さん、小川貴司さんを話題提供者として迎え、
開催しました。参加者は、43名でした。
第二次世界大戦中だった吾妻線（当時は長野原線）の建設工事エピ

ソードでは、吾妻峡トンネルが硬い岩盤のため難工事だったことが紹
介されました。また、廃線を利用した自転車型トロッコと八ッ場ダムを
組み合わせたイベントを期待している人が多いことや東吾妻町の見ど
ころも紹介していただきました。
参加者からは「いろいろな人と話ができて良かった」との感想をい

ただきました。

お米のコンクールで入賞しました

嬬恋村愛育会 母子保健家族計画事業功労者
厚生労働大臣表彰 受賞

　11月30日・12月1日の二日間、千葉県木更津市において「第
21回米・食味分析鑑定コンクール　国際大会」が開催され、総合
部門で嬬恋村おいしい米づくり研究会の横沢信雄さんが金賞を、
小嶋良一さん、下谷直四郎さんが特別優秀賞を受賞しました。
　また、小嶋良一さんは11月28・29日に静岡県静岡市において
開催された「第16回お米日本一コンテストinしずおか」でも入賞
されました。

　11月7日（木）に千葉県で開催された「令和元年度健やか親子21
全国大会」において、嬬恋村愛育会（会長　山﨑千鶴子氏）が母子保
健家族計画事業功労者　厚生労働大臣表彰を受賞しました。
　今回の受賞は、昭和49年の発会以来、時代にそった母子保健事業を
実施してきたことが評価されたものです。現在は、足形とり（生後
7ヶ月児）、親子ふれあい教室での読み聞かせを実施しています。ま
た、赤ちゃん訪問を実施している支部もあります。
　  嬬恋村愛育会キャッチフレーズ～みんなの健康づくり応援隊～
　母子保健事業のほか、調理実習や健康教室などを実施し、身近なと
ころから地域の健康を応援する活動を行っています。
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“社会を明るくする運動”作文コンテスト
吾妻地区代表に嬬恋中学校の生徒５名が入選！
第69回”社会を明るくする運動“作文コンテストにおいて、

嬬恋中学校の生徒５名の作品が吾妻地区代表に入選し、12
月17日に吾妻保護区保護司会長より表彰を受けました。　
５名の作品は吾妻地区の代表として群馬県へ推薦されま

した。
【県審査結果】
特別賞　岡田彩葉さん　「心のつながりを持って」
入　選　小嶋奏楽さん　「手紙」表彰を受けた嬬恋中学校の生徒

左より 関彩乃さん、野口心晴さん、松本胡桃さん、
岡田彩葉さん、小嶋奏楽さん

第13回ジオカフェの様子

左より下谷直四郎さん、横沢信雄さん、小嶋良一さん左より下谷直四郎さん、横沢信雄さん、小嶋良一さん

“にこにこ赤ちゃん”募集!!

食改推の

　食生活改善推進員さんによる手作りおやつを紹介します。
　みなさんもぜひご家庭で親子で作ってみてください。

登場希望の方は役場総務課広報係へ（2歳未満のお子さん） 96-0511まで

Spencer
Hi Jeb. Happy New Year! 
You went to Osaka last month, right?
ジェブ、こんにちは。明けましておめでとうございます。
先月大阪に旅行に行ってきましたね？

Jeb
I did. I was in Osaka during Christmas. I ate a lot of takoyaki and
went to Universal Studios Japan. 
はい、行ってきました。クリスマスの間大阪にいました。
たこ焼きをいっぱい食べたり、ユニバーサルスタジオに行ったりしました。

Spencer
I love takoyaki. I like introducing it to Americans, too. Most
Americans have never eaten it. 
Before coming to Japan I had never had it, either. Octopus is very
expensive in Michigan. 
たこ焼きが大好きです。アメリカ人に紹介することも好きです。
ほとんどのアメリカ人は食べたことがないです。
日本に来る前に私も食べたことがありませんでした。
ミシガン州ではたこはとても高いのです。

Jeb
I had it once at a Japanese restaurant in Idaho but the takoyaki in
Osaka is more delicious. 
Osaka was very fun but it was so crowded. I found interesting New
Year’s gifts to send to my family.
アイダホ州にある和食レストランで一回食べたけど大阪のたこ焼きの
方がおいしいです。大阪は楽しかったですがとても混雑していました。
しかし、家族に送る面白い年賀を見つけました。

Spencer
New Year’s gifts are a really cool part of Japanese culture. 
In America we don’t have things like New Year’s gifts or
otoshidama. 
お年賀は興味深い風習だと思います。
アメリカにはお年賀やお年玉のようなものがありません。

Jeb
The Kansai region has lots of good souvenirs. 
There was lots of candy and snacks they don’t sell in Tsumagoi.
I bought you some okonomiyaki flavored manjyuu but I ate them on
the bullet train. Sorry. 
関西にはいいお土産がたくさんあります。
嬬恋で売っていないお菓子と甘いものがありました。 
あなたにお好み焼き味まんじゅうを買いましたが、新幹線に乗って食べてしま
いました。ごめんなさい。

・エネルギー:121kcal
・たんぱく質:1.1g
・脂質:7.2g
・塩分:0g

★材料（10個分）

★作り方
①かぼちゃはよく洗って種を取り、皮をむく。適当な大きさ
に切ってやわらかくなるまで蒸し、熱いうちにマッシャー
などでつぶし、あら熱を取る。

②Ａを合わせてふるいにかけ、砂糖を混ぜておく。
③ボウルに①、②を加えてこねる。様子を見ながら牛乳と
豆乳を入れる。

④③を１０等分にする。
⑤１７０～１８０℃の油で、きつね色になるまで揚げる。

（１個分あたり）

かぼちゃ・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
地粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
 重曹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０.４ｇ
ベーキング・パウダー・・・０.８ｇ
砂糖・・・・・・・２５ｇ

牛乳・・・・・・・・・・・大さじ1/2
豆乳・・・・・・・・・・・大さじ1/2

※牛乳豆乳は様子を
見ながら水分調整に使う

かぼちゃのかりんとうかぼちゃのかりんとう

CONVERSATION WITH

SPENCER AND  JEBEDIAH
JEBEDIAHSPENCER

ニュースニュースCamera News

メラカメラメラカカ

ⒶⒶ

会長の山﨑千鶴子さん会長の山﨑千鶴子さん

印刷版広報に掲載しています
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第17回入札結果　令和元年12月18日執行 
担当課請負業者落札金額工期

令和2年2月28日

令和2年2月20日

令和2年2月20日

入札不調

2,740,000

2,460,000

㈱吾妻水質管理センター
嬬恋支店

㈱吾妻水質管理センター
嬬恋支店

農林振興課

上下水道課

上下水道課

工事場所

大字鎌原地内

田代外

嬬恋村地内

工事名No

1

2

3

令和元年度　村単林道整備事業
鎌原地区　群馬坂林道
排水路整備工事Ⅱ

令和元年度　村単農業集落排水事業
田代・干俣・門貝地区
マンホールポンプ点検委託

令和元年度　公共下水道事業
嬬恋地区
マンホールポンプ点検委託

【ジュニアスキー教室】
◇対象　小学生
◇日時　１月26日（日）・２月24日（月・祝）
　　　　午後２時～午後３時30分
◇受付　午後１時30分～
【レディーススキークリニック】
◇対象　女性
◇日時
・スキー 　３月４日（水）

 午前10時～午前11時30分
・スノーボード　３月11日（水）

 午前10時～午前11時30分
◇受付　午前９時30分まで
※共通事項
◇定員　30名（先着順）
◇場所　パルコールつま恋スキーリゾート
◇問い合わせ先
嬬恋スキー学校　☎96－１０３９

スポーツ協会スキー部
無料のスキー教室を開催

だより館公民

◇新着情報
【一般書】
やまと尼寺精進日記２　ふたたびの年
本物の節約残念な節約
嘘と正典
「大家さんと僕」と僕
麹町中校長が教える子どもが生きる力をつけるために親ができること
他8冊
【児童書】
おぞうにくらべ
かいけつゾロリ スターたんじょう
飛行機のサバイバル２
きみがいないと　If Not for You
ドラえもん科学ワールド　電気の不思議
他10冊

ＮＨＫ「やまと尼寺精進日記」制作班
小沢美奈子

小川哲
矢部太郎
工藤勇一

宮野聡子
原ゆたか

ゴムドリco.
ボブ・ディラン　他

藤子・Ｆ・不二雄

◇問い合わせ先
東部公民館図書室（嬬恋会館）☎８０ー２３３０

※新刊本でここに紹介しきれていない本もありますのでお気軽
にお問い合わせください。

【返却忘れていませんか】返却期間を過ぎた本をお持ちの方は
すみやかに返却しましょう！貸し出しは１人５冊までで、貸し出
し期間は２週間です。

東部公民館図書室情報

令和元年度「嬬恋学」講座開催のお知らせ令和元年度「嬬恋学」講座開催のお知らせ
　嬬恋村の魅力や可能性を広く村民に知っていただくため、歴史・文化・産業・自然・スポーツなどをテー
マに公開講座を開催します。皆様の参加をお待ちしております。

【全講座共通】
◇会　場　嬬恋村地域交流センター　◇時　間　午後１時３０分～　◇受講料　無料
※どなたでも受講できます。当日直接会場へお越し下さい。
◇問い合わせ先　嬬恋郷土資料館　☎９７－３４０５

期　日 講　師

嬬恋郷土資料館友の会
ボランティアガイド会　会長　宮﨑光男　氏

浅間山北麓ジオパークガイド
浅間火山博物館ボランティアガイド　嶋村　明　氏

文系科目専門個別指導塾 栬楓舎
代表　尾上友紀　氏

日本大学文理学部 地球科学科 教授 博士（理学）
東京大学客員教授（附属火山噴火予知研究センター）
安井真也　氏

「だんごの魅力」
＝まゆ玉とみごだんごのちがい＝

「三原郷３４観音札所を巡る」

「浅間の嶽に－伊勢物語を読む－」

「浅間火山の活動の歴史（仮題）」

演　題

2月1日（土）

2月8日（土）

3月7日（土）

3月21日（土）

Information

現
在
の
農
業
委
員
お
よ
び
農
地
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用
最
適
化
推
進
委
員
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令
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２
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７
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19
日
で
任
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了
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
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と
お
り

新
た
に
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を
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す
。

▽
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数

農
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委
員
17
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、
農
地

利
用
最
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化
推
進
委
員
15
人

▽
推
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・
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間
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２
年
２
月
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日
（
火
）
〜

令
和
２
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３
月
31
日
（
火
）

▽
推
薦
・
募
集
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内
の
地
区
か
ら
推
薦

②
団
体
等
か
ら
推
薦

③
一
般
募
集
（
自
ら
応
募
）

▽
委
員
の
任
期

令
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２
年
７
月
20
日
〜

令
和
５
年
７
月
19
日

▽
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だ
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先
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業
委
員
会
事
務
局
（
農
林
振
興

課
）
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―

１
２
５
６

嬬
恋
村
の
医
療
・
福
祉
を
支
え

る
人
材
を
育
成
し
、
地
域
医
療
等

の
確
保
お
よ
び
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
令
和
２
年
度
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す

▽
資
格
要
件

①
本
村
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
そ

の
子

②
医
療
技
術
者
等
と
し
て
村
内
の

医
療
機
関
等
に
勤
務
す
る
意
思
を
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す
る
こ
と

▽
募
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員
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２
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法
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お
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び
面
接
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の
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▽
奨
学
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の
額

①
医
師

月
額

１
５
０
，
０
０
０
円
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内

②
看
護
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・
放
射
線
技
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・
理
学

療
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士
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業
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士
・
助
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保
健
師
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額

８
０
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０
０
０
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内

③
そ
の
他
医
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額

５
０
，
０
０
０
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内
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返
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の
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そ
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他
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お
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。

▽
問
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先
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96
―

０
５
１
５

接
骨
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の
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使
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あ
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、
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こ
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等

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲

労
改
善
の
た
め
の
施
術

・
病
気
に
よ
る
こ
り
や
痛
み

・
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長

期
の
施
術

※
施
術
を
受
け
る
場
合
に
は
、
負

傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
療
養
費
支
給
申
請
書
に
つ
い
て

受
療
者
が
柔
道
整
復
師
に
国

保
へ
の
請
求
を
委
任
す
る
も
の
で

す
。
負
傷
原
因
、
負
傷
名
、
施
術
日

数
、
金
額
な
ど
を
よ
く
確
認
し
、

原
則
自
分
で
署
名
を
し
て
く
だ
さ

い
。
白
紙
の
用
紙
に
署
名
を
す
る

の
は
間
違
っ
た
請
求
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
国
保
係

☎
96
―

０
５
１
５

令
和
２
年
２
月
１
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
農
林
業
の
国
勢
調
査

と
い
わ
れ
る
「
２
０
２
０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業

の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切

な
調
査
で
す
。

令
和
２
年
１
月
中
旬
か
ら
農
林

業
を
営
ん
で
い
る
皆
様
の
と
こ
ろ

に
調
査
員
が
訪
問
し
て
、
調
査
票

に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
96
―

１
２
５
７

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
募
集

に
つ
い
て

「
嬬
恋
村
医
療
技
術
者
等

育
成
奨
学
金
制
度
」奨
学
生

を
募
集
し
ま
す

令
和
２
年
度

正
し
く
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う

柔
道
整
復
師（
接
骨
院・整
骨

院
）の
正
し
い
か
か
り
方

農
林
業
を
営
む
皆
さ
ま
へ

２
０
２
０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
の
お
知
ら
せ
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第17回入札結果　令和元年12月18日執行 
担当課請負業者落札金額工期

令和2年2月28日

令和2年2月20日

令和2年2月20日

入札不調

2,740,000

2,460,000

㈱吾妻水質管理センター
嬬恋支店

㈱吾妻水質管理センター
嬬恋支店

農林振興課

上下水道課

上下水道課

工事場所

大字鎌原地内

田代外

嬬恋村地内

工事名No

1

2

3

令和元年度　村単林道整備事業
鎌原地区　群馬坂林道
排水路整備工事Ⅱ

令和元年度　村単農業集落排水事業
田代・干俣・門貝地区
マンホールポンプ点検委託

令和元年度　公共下水道事業
嬬恋地区
マンホールポンプ点検委託

【ジュニアスキー教室】
◇対象　小学生
◇日時　１月26日（日）・２月24日（月・祝）

午後２時～午後３時30分
◇受付　午後１時30分～
【レディーススキークリニック】
◇対象　女性
◇日時　
・スキー ３月４日（水）

午前10時～午前11時30分
・スノーボード ３月11日（水）

午前10時～午前11時30分
◇受付　午前９時30分まで
※共通事項
◇定員　30名（先着順）
◇場所　パルコールつま恋スキーリゾート
◇問い合わせ先　
嬬恋スキー学校　☎96－１０３９

スポーツ協会スキー部
無料のスキー教室を開催

だより館公民

◇新着情報
【一般書】
やまと尼寺精進日記２　ふたたびの年
本物の節約残念な節約
嘘と正典
「大家さんと僕」と僕
麹町中校長が教える子どもが生きる力をつけるために親ができること
他8冊
【児童書】
おぞうにくらべ
かいけつゾロリスターたんじょう
飛行機のサバイバル２
きみがいないと　If Not for You
ドラえもん科学ワールド　電気の不思議
他10冊

ＮＨＫ「やまと尼寺精進日記」制作班
小沢美奈子

小川哲
矢部太郎
工藤勇一

宮野聡子
原ゆたか

ゴムドリco.
ボブ・ディラン 他

藤子・Ｆ・不二雄

◇問い合わせ先
東部公民館図書室（嬬恋会館）☎８０ー２３３０

※新刊本でここに紹介しきれていない本もありますのでお気軽
にお問い合わせください。

【返却忘れていませんか】返却期間を過ぎた本をお持ちの方は
すみやかに返却しましょう！貸し出しは１人５冊までで、貸し出
し期間は２週間です。

東部公民館図書室情報

令和元年度「嬬恋学」講座開催のお知らせ令和元年度「嬬恋学」講座開催のお知らせ
　嬬恋村の魅力や可能性を広く村民に知っていただくため、歴史・文化・産業・自然・スポーツなどをテー
マに公開講座を開催します。皆様の参加をお待ちしております。

【全講座共通】
◇会　場　嬬恋村地域交流センター　◇時　間　午後１時３０分～　◇受講料　無料
※どなたでも受講できます。当日直接会場へお越し下さい。
◇問い合わせ先　嬬恋郷土資料館　☎９７－３４０５

期　日 講　師

嬬恋郷土資料館友の会
ボランティアガイド会　会長　宮﨑光男　氏

浅間山北麓ジオパークガイド
浅間火山博物館ボランティアガイド 嶋村　明　氏

文系科目専門個別指導塾 栬楓舎
代表　尾上友紀　氏

日本大学文理学部 地球科学科 教授 博士（理学）
東京大学客員教授（附属火山噴火予知研究センター）
安井真也　氏

「だんごの魅力」
＝まゆ玉とみごだんごのちがい＝

「三原郷３４観音札所を巡る」

「浅間の嶽に－伊勢物語を読む－」

「浅間火山の活動の歴史（仮題）」

演　題

2月1日（土）

2月8日（土）

3月7日（土）

3月21日（土）

Information

現
在
の
農
業
委
員
お
よ
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
令
和
２

年
７
月
19
日
で
任
期
満
了
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
次
の
と
お
り

新
た
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
定
数
　農
業
委
員
17
人
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
15
人

▽
推
薦
・
募
集
期
間

令
和
２
年
２
月
25
日
（
火
）
〜

令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

▽
推
薦
・
募
集
方
法

①
村
内
の
地
区
か
ら
推
薦

②
団
体
等
か
ら
推
薦

③
一
般
募
集
（
自
ら
応
募
）

▽
委
員
の
任
期

令
和
２
年
７
月
20
日
〜

令
和
５
年
７
月
19
日

▽
委
員
の
要
件
　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
関
す
る
事
項
お
よ
び
そ
の
他
農

業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
職
務

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
林
振
興

課
）
☎
96
―

１
２
５
６

嬬
恋
村
の
医
療
・
福
祉
を
支
え

る
人
材
を
育
成
し
、
地
域
医
療
等

の
確
保
お
よ
び
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
令
和
２
年
度
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す

▽
資
格
要
件

①
本
村
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
そ

の
子

②
医
療
技
術
者
等
と
し
て
村
内
の

医
療
機
関
等
に
勤
務
す
る
意
思
を

有
す
る
こ
と

▽
募
集
人
員
　若
干
名

▽
申
請
期
限

令
和
２
年
２
月
21
日
（
金
）

▽
選
考
の
方
法

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

面
接
の
実
施
時
期

令
和
２
年
３
月
下
旬
予
定

▽
奨
学
生
の
決
定

４
月
末
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

▽
奨
学
金
の
額

①
医
師

月
額

１
５
０
，
０
０
０
円
以
内

②
看
護
師
・
放
射
線
技
師
・
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
助
産

師
・
保
健
師

月
額

８
０
，
０
０
０
円
以
内

③
そ
の
他
医
療
技
術
者

月
額

５
０
，
０
０
０
円
以
内

※
申
請
書
類
・
償
還
の
方
法
・
返

還
の
猶
予
・
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
国
保
係

☎
96
―

０
５
１
５

接
骨
院
・
整
骨
院
の
柔
道
整
復

師
は
医
師
で
は
な
い
た
め
、
ど
ん

な
治
療
に
も
国
民
健
康
保
険
が
使

え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

民
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
、

施
術
料
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。
施
術
を
受
け
る
前
に
次
の

事
項
を
確
認
し
た
う
え
で
、
正
し

く
施
術
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
保
険
証
が
使
え
る
場
合

・
打
撲
、
捻
挫
、
挫
傷（
肉
離
れ
）

・
骨
折
・
脱
臼
の
応
急
処
置

〇
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合

・
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

・
仕
事
中
や
通
勤
途
中
の
負
傷
等

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲

労
改
善
の
た
め
の
施
術

・
病
気
に
よ
る
こ
り
や
痛
み

・
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長

期
の
施
術

※
施
術
を
受
け
る
場
合
に
は
、
負

傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
療
養
費
支
給
申
請
書
に
つ
い
て

受
療
者
が
柔
道
整
復
師
に
国

保
へ
の
請
求
を
委
任
す
る
も
の
で

す
。
負
傷
原
因
、
負
傷
名
、
施
術
日

数
、
金
額
な
ど
を
よ
く
確
認
し
、

原
則
自
分
で
署
名
を
し
て
く
だ
さ

い
。
白
紙
の
用
紙
に
署
名
を
す
る

の
は
間
違
っ
た
請
求
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
国
保
係

☎
96
―

０
５
１
５

　令
和
２
年
２
月
１
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
農
林
業
の
国
勢
調
査

と
い
わ
れ
る
「
２
０
２
０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業

の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切

な
調
査
で
す
。

令
和
２
年
１
月
中
旬
か
ら
農
林

業
を
営
ん
で
い
る
皆
様
の
と
こ
ろ

に
調
査
員
が
訪
問
し
て
、
調
査
票

に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
96
―

１
２
５
７

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
募
集

に
つ
い
て

「
嬬
恋
村
医
療
技
術
者
等

育
成
奨
学
金
制
度
」奨
学
生

を
募
集
し
ま
す

令
和
２
年
度

正
し
く
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う

柔
道
整
復
師（
接
骨
院・整
骨

院
）の
正
し
い
か
か
り
方

農
林
業
を
営
む
皆
さ
ま
へ

２
０
２
０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
の
お
知
ら
せ



◎【社会科資料集】5年生(正進社)
村内のスキー場、スケート、食事生活について

・そのほか情報提供
【高速道路チラシ】上里SA下り、高坂SA下り「つまごいの温泉」

3人 2人 16人 16人

1人 6人 20人 18人

4,809人

4,705人

9,514人

11月
生まれ

11月
生まれ

12月
生まれ

12月
生まれ

ゆ
う

し
んあ

れ
い

い
ちか

せ
い

ろ
うり

篠
原

令

（
男
）

嘉
孝
・
美

穂
（
大

笹
）

井
出

悠

生
（
男
）

皓
亮
・
織

江
（
大

前
）

黒
岩

新
一
郎
（
男
）

信
允
・
直

美
（
大

笹
）

松
本

明
香
里
（
女
）

知
香
良
・
理
恵
（
大

笹
）

⻆
田

康
典
（
鎌

原
）
・

安
齋

千

春
（
三

原
）

黒
岩

泰
成
（
干

俣
）
・

藤
掛

ま
ど
か
（
長
野
県
）

黒
岩

一
樹
（
田

代
）
・

川
上

莉
沙
子
（
長
野
県
）

安
濟

裕
介
（
鎌

原
）
・

山
﨑

真
里
菜
（
鎌

原
）

馬
込

直
樹
（
大

笹
）
・

中
島

彩

（
前
橋
市
）

宮
﨑

脩
平
（
田

代
）
・

甲
田

伽

月
（
長
野
県
）
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子どものハミガキを
成功させるコツむくみ（浮腫）

爪の周りが
化膿したら 口臭の予防 漢方の出番

歯がしみる月 火 水

木 金 土 日 0120-515-425
２月の健康相談「直接相談タイム」は５日（水）19:30～21:00です。歯科医師が直接相談に応じます。
本サービスの閲覧と健康相談の受付をインターネットでも行っています。
http://www.raijin.com/kenko/

を回すと約3分間健康講話が聞けます。

2月

通話料・相談料無料・24時間・年中無休

経験豊かなスタッフが、健康・医療・介護・育児などに
関する相談にきめ細かくアドバイスいたします。

フィルムコミッション
嬬恋村嬬恋村
フィルムコミッション
嬬恋村 ～最新活動情報～

問い合わせ先
嬬恋村フィルムコミッション事務局
（嬬恋村観光協会内）☎97－3721

嬬恋村

撮影にご協力いただきました皆さま、また撮影により
ご不自由ご迷惑をおかけした皆さまにはお礼とお詫び
を申し上げます。

　浅間山ジオパーク推進協議会主催、嬬恋村・長野原町両町村の
防災関係者、社会福祉協議会共催による防災講座を開催します。
◇日時　１月２５日（土）午後１時～午後３時30分
◇場所　嬬恋会館３階ホール　◇演題　「災害に備えるために」
◇内容　防災士による講座と実技
◇締切　１月２０日（月）※当日参加も可能です
◇申込・問い合わせ先　浅間山ジオパーク推進協議会　☎82－５５６６

ジオパーク推進協議会からのお知らせ

　ジオカフェは、私たちが暮らしている浅間山北麓の自然、歴
史・文化、産業等について、コーヒーを飲みながら話しを聞
き、自由に談話するイベントです。どなたでもご参加いただけ
ます。飲み物用コップをご持参ください。
◇日時　２月５日（水）午後２時～午後３時30分
◇場所　嬬恋村地域交流センター
◇話題提供者　澁江　昇氏（前橋地方気象台調査官）
◇テーマ　地球温暖化と令和元年台風第19号について
◇参加費　１００円　※申込不要
◇問い合わせ先　浅間山ジオパーク推進協議会　☎82－５５６６

第15回ジオカフェ

防災講座を開催します

Vol.80康健
休日当番医予定表

※当番医は変更になることがありますので、電話で
　確認ください。

１月２６日（日）

２月２日（日）

２月９日（日）

２月１１日（火）

２月１６日（日）
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ー休日夜間ー

ー休日夜間ー

ー休日夜間ー

吾妻さくら病院（中之条町）
☎0279－75－3055

原町赤十字病院（東吾妻町）
☎0279－68－2711

吾妻さくら病院（中之条町）
☎0279－75－3055

西吾妻福祉病院（長野原町）
☎0279－83－7111

原町赤十字病院（東吾妻町）
☎0279－68－2711

吾妻さくら病院（中之条町）
☎0279－75－3055

原町赤十字病院（東吾妻町）
☎0279－68－2711

草津こまくさ病院（草津町）
☎８８－４３２１

長野原診療所（長野原町）
☎８５－２２５９

桜井クリニック（嬬恋村）
☎９７－３８００

長生医院（長野原町）
☎８２－２１８８

布施医院（草津町）
☎８８－２０３０

櫻井医院（長野原町）
☎８２－３９９９

嬬恋村診療所（嬬恋村）
☎９７－３０２０

がんを防ぐための新12か条

詳しくはこちらを検索！ 
日本対がん協会　https://www.jcancer.jp

１条　　たばこは吸わない
２条　　他人のたばこの煙をできるだけ避ける
３条　　お酒はほどほどに
４条　　バランスのとれた食生活を
５条　　塩辛い食品は控えめに
６条　　野菜や果物は不足にならないように
７条　　適度に運動
８条　　適切な体重維持
９条　　ウイルスや細菌の感染予防と治療
１０条　定期的ながん検診を
１１条　身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
１２条　正しいがん情報でがんを知ることから
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防災行政メール

防災行政音声応答サービス

※詳細は広報9月号をご覧いただくか、
　下記にお問い合せ下さい。
♢問い合わせ先　総務課　☎96‒0511

☎0279‒96‒0052

※登録は上記のQRコードを読み取る。または、
　URLにアクセスしてください。
https://www.sec-pooh.jp/cms/tsumagoi/mm_pro/mailmag.html
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つまごい健康ダイヤル24つまごい健康ダイヤル24

いじめの芽
　　　根から枯らして

えがおの花に
嬬恋中学校　２年　干川華乃

ほしかわ はなの

平成３０年度人権標語入選作品
～中学生の部優秀作品～

あなたのライフスタイルをチェック
そして今日からチェンジ！！
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◎【社会科資料集】5年生(正進社)
　村内のスキー場、スケート、食事生活について

・そのほか情報提供
【高速道路チラシ】上里SA下り、高坂SA下り「つまごいの温泉」

3人 2人 16人 16人

1人 6人 20人 18人

4,809人

4,705人

9,514人

142020年1月 第826号15 2020年1月 第826号

子どものハミガキを
成功させるコツむくみ（浮腫）

爪の周りが
化膿したら 口臭の予防 漢方の出番

歯がしみる月 火 水

木 金 土 日 0120-515-425
２月の健康相談「直接相談タイム」は５日（水）19:30～21:00です。歯科医師が直接相談に応じます。
本サービスの閲覧と健康相談の受付をインターネットでも行っています。
http://www.raijin.com/kenko/

を回すと約3分間健康講話が聞けます。

2月

通話料・相談料無料・24時間・年中無休

経験豊かなスタッフが、健康・医療・介護・育児などに
関する相談にきめ細かくアドバイスいたします。

フィルムコミッション
嬬恋村嬬恋村
フィルムコミッション
嬬恋村 ～最新活動情報～

問い合わせ先
嬬恋村フィルムコミッション事務局
（嬬恋村観光協会内）☎97－3721

嬬恋村

撮影にご協力いただきました皆さま、また撮影により
ご不自由ご迷惑をおかけした皆さまにはお礼とお詫び
を申し上げます。

浅間山ジオパーク推進協議会主催、嬬恋村・長野原町両町村の
防災関係者、社会福祉協議会共催による防災講座を開催します。
◇日時 １月２５日（土）午後１時～午後３時30分
◇場所 嬬恋会館３階ホール ◇演題 「災害に備えるために」
◇内容 防災士による講座と実技
◇締切　１月２０日（月）※当日参加も可能です
◇申込・問い合わせ先 浅間山ジオパーク推進協議会 ☎82－５５６６

ジオパーク推進協議会からのお知らせ

ジオカフェは、私たちが暮らしている浅間山北麓の自然、歴
史・文化、産業等について、コーヒーを飲みながら話しを聞
き、自由に談話するイベントです。どなたでもご参加いただけ
ます。飲み物用コップをご持参ください。
◇日時 ２月５日（水）午後２時～午後３時30分
◇場所 嬬恋村地域交流センター
◇話題提供者 澁江 昇氏（前橋地方気象台調査官）
◇テーマ 地球温暖化と令和元年台風第19号について
◇参加費 １００円　※申込不要
◇問い合わせ先 浅間山ジオパーク推進協議会 ☎82－５５６６

第15回ジオカフェ

防災講座を開催します

Vol.80康健
休日当番医予定表

※当番医は変更になることがありますので、電話で
確認ください。

１月２６日（日）

２月２日（日）

２月９日（日）

２月１１日（火）

２月１６日（日）

２月２３日（日）

２月２４日（月）

ー休日夜間ー

ー休日夜間ー
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ー休日夜間ー

ー休日夜間ー

ー休日夜間ー

ー休日夜間ー

吾妻さくら病院（中之条町）
☎0279－75－3055

原町赤十字病院（東吾妻町）
☎0279－68－2711

吾妻さくら病院（中之条町）
☎0279－75－3055

西吾妻福祉病院（長野原町）
☎0279－83－7111

原町赤十字病院（東吾妻町）
☎0279－68－2711

吾妻さくら病院（中之条町）
☎0279－75－3055

原町赤十字病院（東吾妻町）
☎0279－68－2711

草津こまくさ病院（草津町）
☎８８－４３２１

長野原診療所（長野原町）
☎８５－２２５９

桜井クリニック（嬬恋村）
☎９７－３８００

長生医院（長野原町）
☎８２－２１８８

布施医院（草津町）
☎８８－２０３０

櫻井医院（長野原町）
☎８２－３９９９

嬬恋村診療所（嬬恋村）
☎９７－３０２０

がんを防ぐための新12か条

詳しくはこちらを検索！ 
日本対がん協会　https://www.jcancer.jp

１条　　たばこは吸わない
２条　　他人のたばこの煙をできるだけ避ける
３条　　お酒はほどほどに
４条　　バランスのとれた食生活を
５条　　塩辛い食品は控えめに
６条　　野菜や果物は不足にならないように
７条　　適度に運動
８条　　適切な体重維持
９条　　ウイルスや細菌の感染予防と治療
１０条　定期的ながん検診を
１１条　身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
１２条　正しいがん情報でがんを知ることから
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シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら

門
松
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し

た
。
毎
年
立
派
な
門
松
を
ご
寄

附
い
た
だ
き
、
役
場
の
玄
関
に

設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

つまごい健康ダイヤル24つまごい健康ダイヤル24

いじめの芽　
　　　根から枯らして　

えがおの花に

平成３０年度人権標語入選作品
～中学生の部優秀作品～

あなたのライフスタイルをチェック
そして今日からチェンジ！！

InformationInformation

出生・婚姻・お悔やみ欄は印刷版広報に掲載しています
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C O N T E N T S

Tsumagoi Public information

１２月１４日（土）、東部小学校・西部小学校合同の土曜ふれあい教室にお
いて、お正月飾りを作りました。シルバー人材センターの方々の協力のもと、
参加した子ども達はしめ縄を作り、グルーガンを使って飾り付けをし完成さ
せました。

2020
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（令和２年）1 January

浅間山北麓ジオパーク
嬬恋村

三原
芦生田
袋倉
今井

鎌原

大前
門貝
西窪

1月 2月○冬の青少年健全育成運動
○「はたちの献血」キャンペーン

○省エネルギー月間
○北方領土返還運動全国強調月間

行 事 予 定

行事カレンダー
お問い合わせ先

総合政策課
☎96-1257政
税務課
☎96-0513税
観光商工課
☎82-1293観

ジオパーク
☎82-5566ジ社会教育係

☎80-2330社 学校教育係
☎96-0544学

住 住民福祉課
☎96-0515

保健室
☎96-1975保

上下水道課
☎96-1255水 嬬恋村診療所

☎97-3020診 会計課
☎96-0512会

総 総務課
☎96-0511

農林振興課
☎96-1256農 建設課

☎96-1973建

※納付書内の“平成31年度”“令和元年度”は同一年度となります。
※納税などの納付は簡単・安全・便利な口座振替をご利用ください。

・村県民税（随時期）・国民健康保険税（７期）
・後期高齢者医療保険料（７期）・水道・下水道

1月31日（金）納期限
今月の納税今月の納税

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

ペットボトル回収

役場窓口延長日（～19:00）住 税 会

役場窓口延長日（～19:00）住 税 会

保

ジ

四種混合・水痘予防接種(13：15～)【農村環境改善センター】

資源ごみ

資源ごみ

粗大
不燃ごみ
粗大
不燃ごみ

県民防犯の日

保
保

乳児相談（9：30～）【農村環境改善センター】
BCG・MR予防接種（14:00～）【農村環境改善センター】

診心臓病外来【嬬恋村診療所】
少年の日

ペットボトル回収

運
休
日

運
休
日

運
休
日

運
休
日

運
休
日

西吾妻
福祉病院

運
休
日

運
休
日

運
休
日

運
休
日

三原
芦生田
袋倉
今井

西吾妻
福祉病院

大前
門貝
西窪

ミニデイ
ひまわり

ごみ
収集

ミニデイ
ひまわり

ごみ
収集

福祉
バス

田代

福祉
バス

鎌原

三原

中原

三原
芦生田
袋倉
今井

田代

鎌原

田代

大笹
砂井

西吾妻
福祉病院

今井

袋倉

大前

大前

保２歳半児相談（9:00～）【農村環境改善センター】

干俣
北山

大笹
砂井

干俣
北山

西吾妻
福祉病院

西吾妻
福祉病院

大笹
砂井

田代

田代

大笹

芦生田

砂井

保親子ふれあい教室（10:00～）【にこにこ広場】
役場窓口延長日（～19:00）住 税 会

行政相談（10:00～）【農村環境改善センター】
役場窓口延長日（～19:00）
家族でいただきますの日

総
住 税 会

診糖尿病外来【嬬恋村診療所】
社土曜ふれあい教室（9:30～）【社会福祉協議会】

住人権相談（10:00～）【役場】

社イキイキ講座(9：30～)【嬬恋会館】
第15回ジオカフェ(14：00～)【地域交流センター】
役場窓口延長日（～19:00）住 税 会

村民スキー大会（8:30～）【パルコール嬬恋スキーリゾート】
家庭の日

社

保乳児健診（13：45～）【農村環境改善センター】

保
保

ベビーサロン（9：30～）【農村環境改善センター】
５歳児相談（13：45～）【農村環境改善センター】

村民スケート大会（9:00～）【嬬高スケートリンク】社

防災講座（13:00～）【嬬恋会館】ジ

粗大
可燃ごみ
粗大
可燃ごみ

不燃ごみ

大前
門貝
西窪

仁田沢

干俣

仁田沢

干俣

芦生田

門貝

鎌原

中原

北山

今井

袋倉

砂井

細原

大笹

三原

西窪

仁田沢

鎌原

中原

北山

干俣

鎌原

今井

袋倉

芦生田

門貝

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・

P2～P3
P4
P5
P6～P7
Ｐ8～P9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P10
P11
P12
P13～P15
P16

新年のごあいさつ
令和元年度嬬恋村自治功労者表彰　ほか
民生委員・児童委員さん新たな体制でスタート　ほか
住民税・所得税の申告　ほか
高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種の費用助成について ほか

カメラニュース
読者の広場
公民館だより
暮らしの情報
行事予定

浅間山北麓ジオパーク
嬬恋村




